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平成２０年度 社会福祉法人東大阪市社会福祉協議会 事業報告

平成２０年３月、これからの地域福祉のあり方に関する研究会からの報告書『地域における「新たな

支え合い」を求めてー住民と行政の協働による新しい福祉ー』が出され、新しい社会システムとしての

地域における「助け合い、支え合い」の確立に向けた取り組みなど、地域福祉の新たな展開についての

基本的な方針が示された。

東大阪市においては地域福祉の取り組みをさらに推進していくため、「すべての人が地域で個性を尊

重しあい、支えあい、共に生きる安心と活力の福祉コミュニティの実現」という理念のもと「第３期地

域福祉計画」が策定された。社会福祉協議会においても、多くの福祉関係者等の参画を得て、この計画

と連動した「新・地域福祉活動計画プラン '１３ひがしおおさか」（2009～2013年）を策定した。

プラン '１３においては、地域福祉活動に取り組んでいる多様な市民（住民や民間団体、事業者等）が

それぞれの特長を活かし連携しながら、“助けあう支えあうふれあいのまちづくり”を推進していくた

めに主体的に取り組んでいく夢や目標を掲げている。社会福祉協議会としては、地域福祉の取りまとめ

や基幹的役割を担うべく、賛助会員及び組織構成会員の拡充により組織の強化を図るとともに、地域の

福祉施設や事業者、市民福祉活動団体をはじめ関係機関などとの連携やネットワーク化を推進し、地域

福祉の課題の解決に取り組んでいく計画となった。

また、東大阪市から出された「外郭団体統廃合等方針」において、社会福祉協議会は介護保険事業等

からの縮小・撤退を進めながら、「地域福祉推進のための企画、調整機能に重点化して存続」する方向

性が示されたことに伴い、議論・検討を進めて２１年度から３年間を目途に地域福祉に重点化して事業

を推進していく。

平成２０年度は、主に以下の事業活動を行った。

１．地域福祉活動計画「プラン2008」を評価、見直して、住民の話し合いのなかで明らかになった重

点的な課題を「東大阪市第３期地域福祉計画」に提案するとともに、検討した事項を中心的な課題と

して取り上げ、地域福祉を推進するために「新・地域福祉活動計画プラン '１３ひがしおおさか」を

策定した。

２．小地域ネットワーク活動推進事業は、４５の全校区福祉委員会において実施し、市内全域で、地域

で支えあう多様なネットワーク活動を展開した。平成１９年度より開始した小地域ネットワーク活動

介護予防事業は、保健センター等の専門機関との連携のもと、今年度は２２の校区において延べ７７

回実施された。また、日頃からの個別見守り援助活動を活かし、地域の要援護者の支援活動を取り入

れた災害時要援護者等防災訓練が７校区で実施された。

３，市民福祉活動センターにおいては、２年に１度開催しているボランティア基金チャリティーコンサ

ートを実施し、多くの市民の理解と協力を得て、２３５万円余りの収益金を基金の原資に積み立てる

ことができた。

また、東大阪市ボランティア連絡会と「ボランティア研究集会」や「東大阪ふれあい夢フェスティ

バル」を協働して開催し、多くの市民に広くボランティア活動についてＰＲすることができた。

ボランティア養成講座については８講座１０コースで、延べ参加人数２，１２２名の市民が受講さ

れ、ボランティア活動に対する関心が深まり、修了後はボランティアグループに加入するなど実践へ

つながった。地域における子育ての相互援助活動であるファミリー・サポート・センター事業におい

ては、会員登録５７５名、活動件数は２，１２１件であった。

４．コミュニティソーシャルワーカー（CSW）配置事業においては、本年度に楠根デイサービスセンタ

ーを含む２ヵ所が増設され、これまで社協が運営する３施設を含め、ＣＳＷの配置施設が１３ヵ所と

なった。このことにより、一人のＣＳＷが市内の２中学校区を担当し相談援助を進めてきた。また、

市民が身近なところで相談ができるよう、全てのリージョンセンター（市民プラザ）で実施している

「福祉の出張相談コーナー」の広報啓発に努めてきた。

さらに、事例検討会の充実、他市ＣＳＷとの交流や情報交換を行い、地域の福祉力を高めることに

努め、セーフティネットの構築を推進してきた。
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５．２ヵ所の基幹型地域包括支援センターでは、市内の地域包括支援センターの取りまとめ役と在宅介

護支援センターを含む東大阪市高齢者地域ケア会議の運営に重点をおき各種事業に取り組んだ。

基本業務として、地域包括支援センター事業では、介護予防ケアマネジメント業務をはじめ、

介護予防教室の開催、特定高齢者への介護予防プログラムへの参加の働きかけ、虐待ケースを含

む総合相談業務を実施した。

また、基幹型の業務である東大阪市高齢者地域ケア会議活動では、定例の地域ケア会議の開催、

認知症高齢者が安心して暮らし続けられる地域づくりの取り組みとして、認知症を知る地域講演

会開催や認知症相談窓口パンフレット改訂版の配布等を実施した。

また、東大阪市高齢者虐待防止ネットワーク事業ではその中心的機関として虐待の疑われる高

齢者の集約、関係機関との連携、対応等虐待防止に取り組んだ。

６．日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護事業）では、増加傾向にある利用希望者への待機を解消

し、迅速な対応を図るため職員の増員をおこない、業務の拡大と充実を図った。

その結果、サービス実施ケースは１５４件となり、昨年度末１１２件から４２件の増加となった。

また、関係機関からの相談が延べ３，８４１件あり、今後も相談やサービスの利用希望が増えると

予想されるため、スタッフの一層の拡充と効率的な事業を行っていく。

７．指定管理者施設として運営している５ヵ所の施設（高齢者サービスセンター、五条老人センター、

高井田老人センター、高齢者サービスセンターデイサービス、楠根デイサービスセンター）について

は、施設運営のあり方が注目される状況の中で、指定管理者として平成２１年度からも再指定が受け

られるように地域に根付いた市民の拠点施設として利用者の増加を図ってきた。

特にデイサービス事業においては、利用定員枠を満たすために利用者の拡大をめざしボランティア

の協力を得るなどレクリエショーン内容を充実させ、介護報酬の収入増を図り、サービスの質の向上

にも努めた。

Ⅰ．法人運営Ⅰ．法人運営Ⅰ．法人運営Ⅰ．法人運営

１．三役会・理事会・評議員会の開催

１）三役会の開催

日 時 会 議 名 案 件

5／２０ 三 役 会 1)平成１９年度 社協一般会計 補正予算(第４回)の件
2)平成１９年度 社協事業報告の件

10:30 3)平成１９年度 社協一般会計 収支決算 認定の件～
4)評議員選任の件
5)特別委員会委員委嘱の件
6)新地域福祉活動計画策定委員会設置の件
7)平成２０年度 社会福祉協議会会員募集の件

3／３０ 三 役 会 1)評議員選任の件
2)平成２０年度 補正予算(第１回）の件

10:00 3)平成２１年度 受託事業、指定管理事業契約締結の件～
4)平成２１年度 事業計画(案)及び予算(案)の件
5)役員選出規程及び評議員等選任規程の一部改定

及び役員・評議員選出機関・団体の件
6)平成２０年度 共同募金運動実績報告の件
7)平成２１年度 東大阪地区募金会収支予算(案)の件

２）理事会の開催

日 時 会 議 名 案 件

5／２０ 第215回理事会 1)平成１９年度 社協一般会計 補正予算(第４回)の件
2)平成１９年度 社協事業報告の件

11:00 3)平成１９年度 社協一般会計 収支決算 認定の件～
4)評議員選任の件
5)特別委員会委員委嘱の件
6)新地域福祉活動計画策定委員会設置の件
7)平成２０年度 社会福祉協議会会員募集の件
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9／２ 第21６理事会 1)苦情解決事業第三者委員の選任の件
2)評議員選任の件

13:00 3)平成２０年度 歳末たすけあい運動 配分事業実施の件～
4)第７回ボランティア基金チャリティーコンサート実施の件
5)役員・評議員選出等検討委員会設置の件
6)平成２０年度 共同募金運動実施の件

12／４ 第21７回理事会 1)平成２０年度 歳末たすけあい運動 配分事業の件
2)評議員選任の件

13:30 3)役員選任の件～
4)平成２０年度 共同募金運動 実績（中間）報告の件

3／３０ 第218回理事会 1)評議員選任の件
2)平成２０年度 補正予算(第１回）の件

11:00 3)平成２１年度 受託事業、指定管理事業契約締結の件～
4)平成２１年度 事業計画(案)及び予算(案)の件
5)役員選出規程及び評議員等選任規程の一部改定

及び役員・評議員選出機関・団体の件
6)平成２０年度 共同募金運動実績報告の件
7)平成２１年度 東大阪地区募金会収支予算(案)の件

３）評議員会の開催

日 時 会 議 名 案 件

５／２０ 第173回評議員会 1)評議員選任の件
2)特別委員会委員委嘱の件

13:30 3)新地域福祉活動計画策定委員会設置の件～
4)平成１９年度 社協一般会計 補正予算(第４回)の件
5)平成１９年度 社協事業報告の件
6)平成１９年度 社協一般会計 収支決算 認定の件
7)理事選任の件
8)平成２０年度 社協会員募集の件

9／２ 第174回評議員会 1)評議員選任の件
2)苦情解決事業第三者委員の選任の件

14:00 3)平成２０年度 歳末たすけあい運動配分事業実施の件～
4)第７回ボランティア基金チャリティーコンサート実施の件
5)役員・評議員選出等検討委員会設置の件
6)平成２０年度 共同募金運動実施の件

12／４ 第175回評議員会 1)評議員選任の件
2)平成２０年度 歳末たすけあい運動 配分金事業の件

15:00 3)平成２０年度 共同募金運動 実績（中間）報告の件～

3／３０ 第176回評議員会 1)評議員選任の件
2)役員選出規程及び評議員等選任規程の一部改定

13:30 及び役員・評議員選出機関・団体の件～
3)平成２０年度 補正予算(第１回）の件
4)平成２１年度 受託事業、指定管理事業契約締結の件
5)平成２１年度 事業計画(案)、予算(案)の件
6)平成２０年度 共同募金運動実績報告の件
7)平成２１年度 東大阪地区募金会収支予算(案)の件

２．委員会の開催

１）総務委員会

開 催 日 議 事 内 容

５／1４ 1)平成１９年度 社協一般会計 補正予算(第４回)について
2)平成１９年度 社協事業報告の件
3)平成１９年度 社協一般会計 決算報告の件
4)平成２０年度 社協会員募集について

８／２６ 1)平成２０年度 社協賛助会費 中間報告について
2)組織構成会員 加入状況について
3)平成２０年度 共同募金運動の実施について
4)平成２０年度 歳末たすけあい運動 配分事業実施の件

１１／２７ 1)平成２０年度 共同募金運動 実績（中間）報告について
2)平成２０年度 歳末たすけあい運動 配分事業の配分について

（校区福祉委員会、子育て支援グループ、ボランティア連絡会）
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３／１６ 1)社協会員制度 報告（賛助会員・組織構成会員）
2)平成２０年度 共同募金運動 実績報告について
3)平成２０年度 一般会計 補正予算(第１回）について
4)平成２１年度 受託事業(案）について
5)平成２１年度 社協事業計画（案）及び予算（案）について

２）在宅介護サ－ビス事業委員会

日 時 案 件

５／１３ 1)平成１９年度 第４回補正予算案について
2)平成１９年度 事業報告について

13:30 3)平成１９年度 決算報告について～
4)運営の概要について

３／１３ 1)平成２０年度 第１回補正予算案について
2)平成２１年度 在宅介護関係受託事業契約案について

10:30 3)平成２１年度 事業計画案について～
4)平成２１年度 予算案について

３）玉串保育園経営委員会

開 催 日 案 件

平成１９年度 玉串保育園事業報告、決算報告について５／１２
玉串保育園給与規程一部改定について

平成２０年度 玉串保育園(第３回)補正予算について３／２
平成２１年度 玉串保育園事業計画(案)及び予算(案)について
玉串保育園就業規則及び給与規則改定について

４）広報事業委員会

日 時 案 件

９／9 1)第８９号機関紙の発行について
10:00 2)第９０号機関紙の内容について～

３／17 1)第９０号機関紙の発行について
15:00 2)第９１号機関紙の内容について～

５）生活福祉資金貸付調査委員会

日 時 貸付審査件数 日 時 貸付審査件数

４／２１ 13:30 ４ 件 １２／１１ 1３:30 ４ 件～ ～

５／２１ 13:30 １ 件 １／２２ 13:30 ７ 件～ ～

７／２５ 13:30 １ 件 ２／２４ 1３:30 １２ 件～ ～

９／２４ 13:30 ３ 件 ３／１８ 13:30 １４ 件～ ～

１０／２４ 1３:30 ２ 件 計 ５６ 件～

１１／２６ 13:30 ８ 件～
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６）ボランティア・市民活動委員会

開 催 日 議 事 内 容

Ｈ２０ １）報告事項
５／１３ ・ボランティア活動推進関係報告

・ボランティア基金累計額報告
・交通遺児激励金給付事業・ねたきり高齢者見舞品贈呈事業報告
・ファミリー・サポート・センター事業報告

２）審議事項
・平成１９年度 事業報告について
・平成１９年度 決算報告について
・平成２０年度の善意銀行関係事業について
・ボランティア基金ダイレクトメール発送について
・ボランティア基金チャリティーコンサートについて（日程等）

７／ ８ １）報告事項
・ボランティア活動推進関係報告
・ボランティア基金累計額報告
・ファミリー・サポート・センター事業報告

２）審議事項
・河内地区児童福祉施設交歓ソフトボール大会開催に伴う払出について
・ふたば里親会宿泊研修事業における助成について
・ボランティア基金チャリティーコンサートについて（出演者等）
・河内長野市市民公益活動支援センターの視察見学について

８／２５ １）報告事項
・ボランティア活動推進関係報告
・ボランティア基金累計額報告
・「夏季林間学校」事業報告
・ファミリー・サポート・センター事業報告

２）審議事項
・心身障がい者（児）１日レクリエーション事業の実施について
・福祉施設会主催「合同運動会」開催に伴う払出について
・ボランティア基金ダイレクトメール発送について
・ボランティア基金チャリティーコンサートについて（印刷物等）

１０／２９ １）報告事項
・ボランティア活動推進関係報告
・ボランティア基金累計額報告
・ファミリー・サポート・センター事業報告

２）審議事項
・ボランティア基金チャリティーコンサートについて（広報・協力券）

１１／２５ １）報告事項
・ボランティア活動推進関係報告
・ボランティア基金累計額報告
・福祉施設会主催「合同運動会」の報告
・ファミリー・サポート・センター事業報告

２）審議事項
・ねたきり高齢者見舞品贈呈事業について
・施設児童・里親家庭児童小学校入学祝品贈呈事業について
・ボランティア基金チャリティーコンサートについて（広告・役割等）

３／１１ １）報告事項
・ボランティア活動推進関係報告
・ボランティア基金チャリティーコンサート報告
・ボランティア基金累計額報告
・ねたきり高齢者見舞品贈呈事業について（中間報告）
・施設児童・里親家庭児童小学校入学祝品贈呈事業の報告
・ファミリー・サポート・センター事業報告

２）審議事項
・里親シンポジウム地域集会における助成について
・平成２０年度 第１回補正予算（案）
・平成２１年度 事業計画（案）
・平成２１年度 予算（案）
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７）「新・地域福祉活動計画策定委員会」

日 時 案 件

７／２８ １）委嘱状の伝達
10:00 ２）委員紹介および役員の選考について～

３）「東大阪市地域福祉計画」策定の動きと進捗状況
４）「プラン２００８」の進捗状況について
５）「新・地域福祉活動計画」策定方針について
６）今後の策定委員会の進め方について

１１／２６ １）「東大阪市地域福祉計画」策定の動きと進捗状況
9:30 ２）「新・地域福祉活動計画」について～

①新・地域福祉活動計画の構成について
②計画において重点的に検討すべき課題について

１／１９ １）新・地域福祉活動計画について（概要の説明）
13:30 ２）福祉団体等の取り組みについての懇談会～

３／２７ １）「東大阪市第３期地域福祉計画」について
13:30 ２）「新・地域福祉活動計画」（案）について～

４／２４ １）「新・地域福祉活動計画」（案）について
～10:00

Ⅱ．市民参加による地域福祉活動の確立と活動に対する支援の充実Ⅱ．市民参加による地域福祉活動の確立と活動に対する支援の充実Ⅱ．市民参加による地域福祉活動の確立と活動に対する支援の充実Ⅱ．市民参加による地域福祉活動の確立と活動に対する支援の充実
（みんなですすめる地域福祉づくり）

１．福祉対策のための基礎調査の実施
訪問相談事業や支援活動に資する要援護者の把握のために毎年実施している５つの調査を本年度

も実施した。

１）金婚夫婦の調査 → 金婚夫婦のつどいの開催
２）ひとり暮らし高齢者調査 → 福祉票の作成、訪問相談事業の実施
３）高齢者世帯調査 → 福祉票の作成、訪問相談事業の実施
４）ねたきり高齢者の調査 → 訪問相談事業

２．苦情解決事業の実施
社会福祉法第８２条に基づき、福祉サービスの利用者からの苦情の適切な解決を図るため苦情受

付担当者、苦情解決責任者、中立的な立場の第三者委員を定めて事業を実施している。

本年度は、苦情解決事業について利用者等からの苦情が４件あり、話し合いの上解決に至った。

苦情受付件数及び解決件数

H20 H21
月 別 合 計

４ 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

受付件数 0 １ ２ ０ 0 ０ ０ １ ０ ０ ０ 0 ４

解決件数 0 １ ２ ０ 0 ０ ０ １ ０ ０ ０ 0 ４

苦情内容：①老人センターにおける職員の対応について

②老人センターのクラブ講師の扱いについて

③訪問介護事業所から間違いファクスが届けられる

④保育園における保護者との伝達事項について

３．福祉事業の充実
１）高齢者福祉対策事業の展開

(ｲ)敬老事業（P11に別掲）

・各校区福祉委員会で実施（９月）

(ﾛ)金婚夫婦のつどい

・と き 平成２０年１０月１８日(土)

・ところ 東大阪市立市民会館：市民ホール

・対象者 金婚夫婦－８６９組
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1)金婚夫婦のつどい準備委員会の開催

日 時 案 件

９／2 1)第３９回金婚夫婦のつどいの件
1５:０0 （対象者の状況・記念品の選考・役割分担）～

(ﾊ)ひとり暮らし高齢者・高齢者世帯訪問相談事業

社協が民生委員児童委員協議会連合会の協力を得て実施している「ひとり暮らし高齢者訪問

相談事業」・「高齢者世帯訪問相談事業」では、民生委員が担当地区のひとり暮らし高齢者、

高齢者世帯を訪問して実態を把握し、「福祉票」を作成した。本年度は「石けん」を見舞い品

として対象者に配布した。

①対象・・・配偶者及び親族、その他の人と居を共にしないで、ひとりで生活をしている、

満65歳以上の高齢者

②調査方法・民生委員児童委員協議会連合会の協力により、民生委員が担当地区のひとり暮

らし高齢者及び高齢者世帯宅を訪問し、聞き取りにより福祉票に記入する。

③実施時期・１月～２月

④ひとり暮らし高齢者（対象者数・・１１，５７４名）

⑤高齢者世帯（対象世帯数・・８,８４３世帯）

(ﾆ)ねたきり高齢者調査事業 －善意銀行事業－

ねたきり高齢者（対象世帯数・・３７９世帯）

２）児童福祉対策事業の推進

(ｲ)交通遺児激励金の給付－善意銀行事業－

(ﾛ)施設児童夏季林間学校開催－善意銀行事業－

(ﾊ)施設児童及び里親家庭児童小学校入学祝品贈呈事業－善意銀行事業－

(ﾆ)母子家庭ふれあいツアーの開催

・と き 平成２０年７月２６日(土)

・ところ ワールド牧場

・参加者 市内母子家庭の親と子 計３２名（大人1３名＋子ども１９名）

(ﾎ)保育園児と施設の交流

軽費老人ホーム「玉美苑」入所の高齢者と社協で経営している玉串保育園の園児が、なかよし

交流会 敬老の日の集い交流会 作品展招待 もちつき クリスマス会や昔の遊びの伝承など、、 、 、 会、

世代間の交流やふれあいを行った。

また、楠根デイサービスセンターへ玉串保育園の園児が訪問を行い世代間交流を深めた。

３）低所得家庭対策事業の推進

（貸付の決定は府社協） （単位：千円）平成２０年度 生活福祉資金貸付報告
H20 H21

月 別 合 計
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

件 数 ３ １ ０ １ ０ ３ ２ ８ ４ ７ １０ １４ ５３

1,721 1,160 31,703金 額 ０ ０1,246 1,560 1,289 4,800 2,280 4,536 6,495 6,616

（単位：千円）平成２０年度 離職者支援資金貸付報告
H20 H21

月 別 合 計
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

件 数 １ ７ ４ ５ ４ ６ ８ ５ ５ ７ １１ １ ６４

1,200 14,400 7,200 13,200 7,200 10,800 8,400 8,400 15,600 1,200 122,400金 額 13,200 21,600

（単位：千円）平成２０年度 小口生活資金貸付報告
H20 H21

月 別 合 計
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

件 数 ４ ０ ２ ６ １ ３ ４ ５ ７ ９ ６ １１ ５８

金 額 350 0 150 550 100 300 350 350 55０ 780 550 880 4,910
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４）歳末たすけあい募金配分事業

平成２０年度
歳末たすけあい事業配分金額 ２,７６０,０００円

事業内容・件数

①「地域福祉活動」（４３校区福祉委員会）

会食会 配食 世代間交流 いきいき 見舞い 高齢者 ミニデイ 計
サービス サロン 品配布 安全教室 サービス

1５ ９ 2 ６ ９ １ １ ４３ 件

②子育て支援交流事業（２３子育て支援ｸﾞﾙｰﾌﾟ）

ｸﾘｽﾏｽ会 地域交流会 計

1８ ５ ２３ 件

③ボランティア交流事業（東大阪ボランティア連絡会）

・東大阪ボランティア新春のつどい開催
・第１１回「東大阪ふれあい夢フェスティバル」実施

５）善意銀行事業の展開
平成２０年度 善意銀行預託及び払出報告

預託の部

預託口座 件 数 内 容

金銭口座 ８３ ￥７，４３５，７８１

物品口座 ３０ 文具用品、節分用豆、クリスマスケーキ、おもちゃ、車いす他

合 計 １１３

払出の部

預託口座 件 数 内 容

金銭口座 ２８ ￥８，２１４，３４７

物品口座 １２３ 文具用品、節分用豆、クリスマスケーキ、おもちゃ、車いす他

合 計 １５１

(ｲ)交通遺児激励金の給付（２９名）内小学校入学２名・中学校入学１名・高校進学又は就職３名
(ﾛ)心身障がい者（児）一日レクリエーションの開催

・と き 平成２０年１１月２７日(木)
・ところ 海遊館
・参加者 ５７名（市内作業所に通う心身障がい者（児）及び付添の方）

(ﾊ)施設児童夏季林間学校の開催
・と き 平成２０年８月７日(木)～８日(金)
・ところ ワールド牧場、関西サイクルスポーツセンター
・参加者 市内４ヵ所の児童養護施設５１名参加

(ﾆ)ねたきり高齢者への見舞品（敷きパット）配付（３７９世帯）
(ﾎ)施設児童及び里親家庭児童小学校入学祝品贈呈（２１名）

６）受託事業の推進

(ｲ)高齢者軽度自立生活支援等事業の推進（別掲）
(ﾛ)老人大学講座「悠友塾」の開催（別掲）
(ﾊ)ｼﾙﾊﾞｰﾊｳｼﾞﾝｸﾞ生活援助員派遣事業の推進（別掲）
(ﾆ)要介護認定調査事業の推進（別掲）
(ﾎ)日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護事業・大阪府社協）の推進（前掲）
(ﾍ)自動車「ことぶき号」運行事業の実施

平成２０年度 自動車運行業務報告
月 別 H20 H21 合計

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

運行日数 ２２ ２４ ２０ ５ ５ １６ ２５ ２５ １２ １５ ９ １２ １９０

走行距離
2,319 2,516 2,186 634 447 1,607 2,399 2,292 1,136 1,589 900 1,214 19,239

Km

乗車人数 731 705 623 154 149 492 660 769 311 421 276 360 5,651
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（※２０年度７月より、１回の利用につき運行範囲により１０，０００円又は３０，０００円

の受益者負担を導入した。）

(ﾄ)東大阪市在宅老人介護者のつどい（リフレッシュ事業）の実施

○リフレッシュ事業（日帰り）

・と き：平成２０年７月５日(土)

・ところ：南紀方面（メロン狩り）

・参加者：在宅でねたきり高齢者や認知症高齢者を介護している市民 １７名

○リフレッシュ事業（一泊二日）

・と き：平成２０年１0月４日(土)～５日(日)

・ところ：鳥取方面／施設研修「特別養護老人ホーム ゆうらく」見学

・参加者：在宅でねたきり高齢者や認知症高齢者を介護している市民 ２３名

(ﾁ)ねたきり高齢者、高齢者世帯、ひとり暮らし高齢者調査の実施（別掲）

(ﾘ)市政だより、議会だより、ゴミのお知らせの録音版、点字版の製作（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟで製作）

７）介護保険事業の展開

(ｲ)居宅介護支援事業所での居宅介護支援事業（２ヵ所）の実施（別掲）

(ﾛ)居宅介護サービス事業所での訪問介護事業（２ヵ所）の実施（別掲）

(ﾊ)通所介護サービス事業所での通所介護事業（２ヵ所）の実施（別掲）

８）指定障害福祉サービス事業の展開

(ｲ)居宅介護サービス事業所での居宅介護事業（２ヵ所）の実施（別掲）

９）玉串保育園の運営（別掲）

Ⅲ．市民サイドにたった福祉・介護サービスの推進Ⅲ．市民サイドにたった福祉・介護サービスの推進Ⅲ．市民サイドにたった福祉・介護サービスの推進Ⅲ．市民サイドにたった福祉・介護サービスの推進
（だれもが使いやすい福祉・介護サービスづくり）

１．福祉意識の高揚

１）市民福祉講座の開催 テーマ：地域を元気にする「新たな支え合い」

８／２８ 総合福祉ｾﾝﾀｰ 講演1.「参加・協働の福祉のまちづくりをめざして」
参加者(５２名) (講師)社会福祉法人 大阪ボランティア協会

常務理事・事務局長 早瀬 昇 氏１３：３０－１５：３０

８／２９ 総合福祉ｾﾝﾀｰ 講演２.「わたしたちのまちについて一緒に考えませんか」
参加者(５３名) (講師)大阪教育大学 准教授 新﨑国広 氏

１３：３０－１５：３０

２） 日野原重明先生講演会

１１／１２ 市立市民会館 講演「命輝く生き方を学ぶ」
参加者1698名 講師 聖路加国際病院 理事長 日野原 重明 氏１３：３０－１6：00

３）講演と映画のつどい

３／２８ 市立市民会館 講演「あふれる感謝」 (講師)映画監督 入江 富美子 氏
参加者(750名) 映画「1/4の奇跡～本当のことだから～」１３：３０－１6：45
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２．校区福祉委員会活動の推進

１）校区福祉委員会連絡会等の開催 於：社協会議室、市民会館

日 時 事 業 名 内 容

４／２２ 委員会連絡会 1)タウンミーティングについて
2)年間事業計画について

14：０0 3)小地域ネットワーク活動推進事業について～
4)H20年春の地域安全運動の実施について

５／２９ 委員会連絡会 1)社協賛助会員の募集について
2)金婚夫婦のつどいについて

14：０0 3)敬老事業について～
4)災害時要援護者登録台帳について
5)小地域ネットワーク活動推進事業について
6)ゴミの問題について

６／２０ 委員会連絡会 1)災害時要援護者登録台帳について
2)ダイヤモンド婚について

14：０0 3)金婚夫婦のつどいについて～
4)小地域ネットワーク活動推進事業について

８／ ６ 委員会連絡会 1)地域懇談会について
2)災害時要援護者登録台帳について

14：０0 3)ダイヤモンド婚・金婚夫婦の申込確認について～
4)敬老事業実施内容の確認について
5)敬老事業助成金の交付について
6)社協賛助会費の中間報告について
7)小地域ネットワーク活動推進事業について

９／２２ 委員会連絡会 1)ダイヤモンド婚について
2)金婚夫婦のつどいについて

14：３0 3)歳末たすけあい運動配分金事業について～
4)組織検討部会について
5)ボランティア基金チャリティーコンサートの協力について
6)小地域ネットワーク活動推進事業について

１０／２７ 委員会連絡会 1)校区福祉委員会研修会について
2)チャリティーコンサート協力券について

14：０0 3)小地域ネットワーク活動推進事業について～
4)緊急連絡網について

１１／２２ 委員会連絡会 1)高齢者保健福祉計画及び
介護保険計画素案に関する説明会について

10：０0 2)組織検討部会について～
3)小地域ネットワーク活動助成金(後期分)について
4)小地域ネットワーク活動推進事業について

２／ 9 委員会連絡会 1)校区福祉委員会連絡会研修会について
14：30 2)小地域ネットワーク活動推進事業について～

３／ ５ 委員会連絡会 1)ボランティア保険の更新について
2)交通遺児激励金の給付について

12：０0 3)校区福祉委員会委員長の就任報告書について～
4)校区福祉委員会女性部会員の報告書について
5)校区福祉委員会助成金申請書について
6)小地域ﾈｯﾄﾜｰｸ活動実施報告書及び実施計画書について

２）各部会の開催 於：市民会館

日 時 事 業 名 内 容

６／２０ 高齢者部会 ダイヤモンド婚について
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３）校区福祉委員会連絡会研修会の実施 於：市民会館、ホテルアウィーナ大阪

日 時 事 業 名 内 容

１１／２２ 連絡会研修会 テーマ：「日本の高齢化社会の福祉について」
参加数80名 講 師：塩川 正十郎 氏

質疑応答

３／ ５ 連絡会研修会 テーマ ：「校区福祉委員会活動報告」
参加数69名 事例発表校区：縄手北校区福祉委員会

岩田西校区福祉委員会
高井田東校区福祉委員会

４）小地域ネットワーク活動研修会の実施 於：社協会議室

日 時 事 業 名 内 容

７／２２ 小地域ﾈｯﾄﾜｰｸ活 テーマ：「健康のすすめ」～私の街の健康づくり～
動研修会 講 師：東大阪市保健所 西保健センター 沼田 朝子 氏

参加数７３名 講 師：東大阪市保健所 西保健センター 田谷奈津世 氏

５）小地域ネットワーク活動の支援

①いきいきサロン等の支援（縄手南、縄手北、池島、孔舎衙、加納、花園、岩田西、高井田東

荒川、三ノ瀬、長瀬東、八戸ノ里）

②介護予防教室開催の支援（縄手上四条、縄手北、枚岡東、花園、三ノ瀬、森河内、弥刀、

弥刀東）

③災害時要援護者等防災訓練の支援（縄手上四条、縄手北、枚岡西、鴻池東、弥刀、長瀬東、

八戸ノ里）

④小地域ネットワーク活動リーダー研修会（２／１６）への参加（大阪国際交流センター）

⑤小地域ネットワーク活動推進・運営に関する支援（弥刀、鴻池東、玉美）

６）小地域ネットワーク活動の展開

①実施校区福祉委員会：全４５校区

②活動内容

○個別援助活動：見守り・声かけ訪問、配食サービス

○グループ活動：ふれあい食事会、いきいきサロン、世代間交流、子育て支援活動、

ミニデイ、ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ、日帰りﾊﾞｽﾂｱ-、研修会

③小地域ネットワーク活動「介護予防事業」・メニュー事業実施状況

小地域ネットワーク活動「介護予防事業」 実施校区数 実施回数

①運動実技指導 １３ ２５
②口腔衛生指導 １０ １０
③栄養指導 ８ ９
④健康講座 １５ ２８
⑤認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座 ４ ４
⑥ボランティアスクール ０ ０
⑦広報啓発活動 １ １

小地域ネットワーク活動 メニュー事業 実施校区数 実施回数

⑧災害時要援護者等防災訓練 ７ ７
⑨タウンミーティング（地域懇談会） ０ ０

７）敬老大会実施校区への支援

縄手南、縄手上四条、縄手北、枚岡西、成和、鴻池東、長堂、高井田東、菱屋西、永和、

太平寺、高井田西、長瀬東、楠根 （計１４校区）
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３．ボランティア活動の推進

今までのボランティアセンターを中心に、校区福祉委員会や福祉団体、ボランティアグループなど

との連携・協力関係の構築を目指す活動拠点として「市民福祉活動センター」を設置して４年目とな

った。

１）基盤整備事業

(1)活動拠点としての会場、機材等の貸出

①会議室等の提供 ７４２回（内訳：Vｸﾞﾙｰﾌﾟ645回、講座関係59回、会議等38回）

②機材の貸出 ４２回（内訳：車いす25回（介助用17回、学習用 8回）、点字器 2回、

アイマスク４回、白杖４回、高齢者疑似体験セット２回、その他５回

(2)東大阪市ボランティア基金の拡充

①ダイレクトメールによる協力の呼びかけ

②第７回ボランティア基金チャリティーコンサート

〈開 催 日〉Ｈ２０年１２月２３日（祝）

〈開催場所〉東大阪市立市民会館 市民ホール

〈内 容〉蓮尾良介と大阪ヒューマン・オーケストラによる演奏

〈参加人数〉約１，２００人

〈収 益 金〉￥２，３５３，５４７円

③平成２０年度 ボランティア基金積立実績額（１４４，６３７，８６２円）

寄付者の内訳
年 度 積 立 額 累 計 額

企 業 団 体 個 人

Ｈ２０ ５０ １０ ４０
5,901,132 144,637,862

累 計 １０２１ 6５７ 7７7

(3)ボランティアサロン（愛称あいあいサロン）の開催

概ね、毎月第３もしくは第４土曜日 年４回 延べ参加人数１６５名

（４／２６、７／１９、１１／１、２／２８）

(4)市民福祉活動の新たな拠点を確保するための取り組み

①河内長野市市民公益活動支援センターの視察見学

市民活動の新たな拠点確保とボランティア・ＮＰＯ法人・市民活動団体と協働のまちづく

市民活動センターを視察見学し、情報交換・意見交換を行った。りを推進するために他市の

２）需給調整

(1)受付内容別件数

合 計 活動希望 情報提供 会場機材 相 談 ﾆｰｽﾞ依頼 そ の 他

764(100.0%) 44(5.7) 11(1.4) 9(1.1) 90(11.7) 345(45.1 265(34.6))

市民福祉活動センターで、この一年間受け付けたケースは７６４件で月平均６３件となった。

受付件数の多かった「ニーズ依頼」３４５件の内容は、施設の行事援助や演芸訪問、当事者団体

や保健センターからの子育てニーズ（子どもの見まもりなど）、小・中学校から手話や点字、車

いす介助法の指導依頼など多岐にわたった。次に「活動希望」４４件の内容は、障がい者当事者

（精神障がい者など）が「自分にもできるボランティアがしたい。」と来所するケースや、退職を

前にした「団塊の世代」の方が退職後の生活の充実を求めてボランティア相談に来所するケース

が増加した。
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(2)対象者の状況別ニーズ内容

ニ ー ズ 内 容 対 象 者 の 状 況

施 設 行 政 団 体 児 童 障がい者 高齢者 その他 合 計 ％

a . 保 育 0 0 6 0 0 0 1 7 2.0%

b . 遊 び , 話 相 手 0 0 0 0 3 0 7 2.0%4

c . 学 習 指 導 0 0 1 0 0 0 17 4.9%16

d . 見 守 り 0 0 32 0 1 0 35 9.9%1

e . 通学通園介助 0 0 0 0 0 0 1 0.3%1

f . 外 出 介 助 0 0 0 1 4 11 3.2%5 1

g. 0 0 0 0 2 0 0 2 0.6%視覚障がい者ガイド

h .入院通院介助 0 0 0 0 1 10 0 11 3.2%

i . 手 話 通 訳 0 1 4 0 6 0 0 11 3.2%

j . 点 訳 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

k . 朗 読 0 0 0 0 1 0 0 1 0.3%

l . 要 約 筆 記 0 0 2 0 0 0 3 0.9%1

m . 調 理 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

n . 介 助 介 護 0 0 0 0 0 0 1 0.3%1

o . 入 浴 介 助 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

p . 食 事 介 助 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

q . 買 い 物 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

r . 清 掃 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

s . 洗 濯 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

t . 他 家 事 援 助 0 0 0 0 0 0 1 0.3%1

u . 行 事 援 助 45 1 19 0 0 0 66 19.1%1

v . 演 芸 訪 問 0 47 1 0 1 0 129 37.4%80

w . 理 容 ・ 美 容 0 0 0 0 0 6 0 9 1.7%

x . 技術技能提供 0 0 0 0 0 2 0.6%1 1

y . そ の 他 14 2 35 10.1%10 1 4 1 3

合 計 4 100%141 19 114 33 28 6 345

% % % % 9.6% 8.1% % 100.%40.9 5.5 33.0 1.2 1.7

ボランティアを希望される対象者の状況別ニーズ内容の総件数は３４５件であった。

対象者の状況は「施設」「団体」「障がい者」の順で多く、ニーズ依頼内容は「演芸訪問」

施設からの依頼は、外部からの「風」「楽しい「行事援助」「見守り」の順で多かった。特に

ひとときの提供」を求めてのことが多く、お誕生会や季節の行事などでの演芸訪問のボランティア

募集が多くなる傾向である。

(3)受付内容別対処方法

対 処 内 容 活動希望 情報提供 会場機材 相談援助 ﾆｰﾄﾞ依頼 その他 合 計 ％

a .Ｖバンク登録 4 4 0.5%0 0 0 0 0

b .グループ紹介 7 1 10 1.3%1 0 0 1

c . Ｖ 活 動 紹 介 1 1 0.1%0 0 0 0 0

d .保留（再考） 1 5 0.6%0 0 0 0 0

e . 情 報 の 提 供 6 5 9 24 3.1%0 1 3

f . 資 料 の 提 供 6 5 16 3 30 3.9%0 0

g . 講 師 の 紹 介 0.0%0 0 0 0 0 0 0

h . 相 談 援 助 10 1 43 54 7.1%0 0 0

i . 講 座 の 案 内 １ １ 0.１%0 0 0 0 0

j . Ｖバ ンク 調 整 217 217 28.4%0 0 0 0 0

k . 他機関等紹介 9 7 10 27 3.5%0 0 1

l . 制 度 施 策 紹 介 1 1 0.1%0 0 0 0 0

m.不 受 理 5 5 0.7%0 0 0 0 0
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対 処 内 容 活動希望 情報提供 会場機材 相談援助 ﾆｰﾄﾞ依頼 その他 合 計 ％

n.調 整 中 79 79 10.3%0 0 0 0 0

o . 調 整 で き ず 21 21 2.7%0 0 0 0 0

p . 取 り 下 げ 1 18 22 2.9%0 0 3 0

q . 物 品 の 寄 託 2 210 212 27.7%0 0 0 0

r . 会 場 の 提 供 1 1 0.1%0 0 0 0 0

s . 資材機材提供 6 6 0.8%0 0 0 0 0

t . そ の 他 8 1 38 49 6.4%0 0 2

合 計 100%44 11 ９ 90 345 265 764

5.8% % % 11.8% 45.2% 34.7% 100%1.4 1.2

受付内容別対処方法では、登録ボランティアバンクからの施設・団体等への「演芸訪問」

「行事援助」「見守り」へのケースに対する派遣が最も多く、次に古切手・使用済みカード等の

「物品の寄託」、ボランティア活動希望者やケアマネジャーからの「相談援助」が多かった。

しかし、障がい児童の通学の支援や定期的な外出介助などの継続した紹介を求められるケースは、

需給調整ができないことが多かった。

３)ボランティア養成事業

(1)ボランティア養成講座、研修会等の開講： ８講座 １０コース

（年間受講人数４４４名、延べ参加人数２，１２２名）

講 座 名 開 催 期 間 会 場 受講者（延べ人数）

①手話教室（入門･基礎） 4/16～2/4 計４０回 社協 会議室 １３名（４４７）

手話教室（入門･基礎） 4/16～2/4 計４０回 イコーラム １８名（５４８）

手話教室（入門･基礎） 4/15～2/24 計４０回 ゆうゆうプラザ １３名（３７９）

②日赤家庭看護法講習会 5/22～6/30 計７回 社協 会議室 １１名（６４）

③ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動体験講座

(ｺ-ｽ1)福祉施設での 7/1～8/31 市内福祉施設等 ２２９名（４３１）
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動体験

(ｺ-ｽ2)車いす体験教室 7/26 社協 会議室 １４名（１４）

④精神保健福祉 10/9～ 11/6 計5回 社協 会議室 １９名（９０）
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ養成講座

⑤日赤家庭看護法講習会 2/4 社協 会議室 １５名（１５）
（災害時高齢者生活支援

演習）

⑥施設ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 2/26 社協 会議室 ２６名（２６）
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾘｰﾀﾞｰ研修会

⑦傾聴ボランティア 3/12､23 計2回 社協 会議室 ２６名（４８）
養成講座

⑧ 12/6 社協 会議室 ６０名（６０）東大阪ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ研究集会

※注 １.手話教室は各開催場所の若江岩田、日下リージョンセンター企画運営委員会との共催

２.日本赤十字社家庭看護法講習会は東大阪市赤十字奉仕団との共催

４）広報啓発活動

①収集ボランティア運動の展開 使用済みテレホンカード売却益 １４，２５６円

書き損じハガキを交換、売却益 ２０，０００円

②第３１回「東大阪市民ふれあい祭り」への参加（５／１１）模擬店、バザー
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③ボランティア情報テレホンガイド「テレサ」受付件数５１１件、月平均４３件

市民福祉活動センターに専用回線を設置して、朗読ボランティアグループ「風」の協力

により、３分のテープで１週間毎に市政だよりや雑誌、一般新聞から福祉やボランティア

活動関係の情報を録音し、２４時間いつでも、どこでも聞くことができるテレホンサービ

スを行ってきた。内容は毎週金曜日の午後に更新している。

④東大阪ケーブルテレビ「福祉ボランティアほっとニュース」放映のビデオテープの提供

ボランティアグループ「ばっちりビデオレポーターの会」による撮影・編集

⑤ボランティアＯＳＡＫＡ（季刊）、福祉おおさか、

市内ミニコミ誌（エコー東大阪､ぱど等）への記事掲載

⑥ホームページのリニューアル

５）相談援助・機材貸出

①グループ活動への相談援助等：ボランティアコ－ディネーターの８グループ例会出席他

②特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）への相談援助：助成金申請、機材の貸し出し等

③「ボランティア体験学習」活動の相談援助、講師派遣

④学校関係へのボランティア活動相談援助

市内の小学校９校、中学校１校に車いす・点字器・ｱｲﾏｽｸ・白杖の貸出、体験学習指導者

等（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・当事者）の紹介

６）調査研究・開発

(1)連絡会議・研修会の参加

①市町村社協ボランティアコーディネーター研修会･･･ 3/3
②災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ・ﾘｰﾀﾞｰ研修会･･････････････････ 2/27
③社会福祉協議会活動全国会議･････････････････････10/20～21
④地域福祉推進セミナー･･･････････････････････････ 6/19
⑤全国地域福祉活動サミットin西宮・宝塚･･････････ 11/15
⑥地域の福祉力セミナー･･････････････････････････ 11/16
⑦社協の底力セミナー ･･･････････････････････････ 12/13～14
⑧コミュニティーワーカー養成研修 ････････････････12/18～19
⑨災害支援ボランティア養成研修 ･･････････････････11/7～9
⑩災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ運営シミュレーション ･･････････ 9/1
⑪市町村ボランティア連絡会関係会議･･････････････ 5/21、11/12、2/16
⑫朗読ボランティア関係会議･･･････････････････････ 2/16

７）ボランティア連絡会・委員会等の開催

(1)ボランティア連絡会の開催

①総会（事業・決算報告、事業計画・予算） ５／２４

②役員会（毎月第１火曜日） 計１２回

③幹事会（毎月第３金曜日） 計１２回

(2)ボランティア連絡会との共催事業

①東大阪ボランティア研究集会 １２／６

「だれもが安心して暮らせるまちづくりを目指すために」

～地域における「新たな支え合い」を考える～

講師：大阪教育大学 准教授 新﨑国広 氏

(3)各委員会の開催

①「ﾃﾚﾎﾝｶﾞｲﾄﾞ」の企画編集ﾁｰﾑ会議（テレサ会議） 計 ３回

②東大阪ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ研究集会実行委員会 計 ５回

③あいあいサロン企画委員会 計 ５回

④手話教室をすすめる会 計 ６回

８）勤労者のためのボランティア活動

(1)勤労者のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実施 ①梅の実収穫見守りボランティア ６／８

参加人数 ２６名（梅の実収穫参加者約４００名）

９）小地域ネットワーク活動実施校区との連携

(1)小地域ネットワーク活動事業へのボランティア参加協力（延べ１９回）

（池島、加納、弥栄、岩田西、花園、花園北、三ノ瀬、太平寺、弥刀東、長瀬東、上小阪、

八戸ノ里東）
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4．当事者組織活動の推進

１）老人介護者家族の会活動の支援

老人介護者家族の会「ふれあいネットワ－ク」は、“介護者がひとりで悩まずに手をつなぎ、

お互いが不安や悩みを話し合い、情報や意見を交換するとともに、介護をする上で必要な知識

や技術を学ぶ”ことを目標に平成６年４月２０日に結成され１３年目を迎えた。東大阪市社協

としても設立当初から介護者家族の会の事務局として積極的な援助を行っている。

(1)機関紙「昴（すばる）」の編集発行（年４回発行）

(2)地区別交流会及び相談例会等の開催

２）日帰りリフレッシュ事業の実施（老人介護者家族の会と共催）

１０／２９（水） 「神戸方面」 ４４名参加

３）ひとり暮らし高齢者の会の設置促進及び活動支援

①福祉委員会が行う“ひとり暮らし高齢者の会”運営の援助

②「ひとり暮らし高齢者の会」の援助

成和、岩田西、英田南、八戸ノ里の各校区にひとり暮らし高齢者の会が結成されており、活動

プログラムの作成や活動の援助などを行っている。

４）ひとり暮らし高齢者等へのふれあい福祉電話サ－ビス

東大阪市社協では、ボランティアグループ「はだしの会」の協力を得て、ひとり暮らし高齢者

を対象に安否の確認と話し相手、相談援助を行う「ふれあい福祉電話サ－ビス」を実施している。

福祉電話を設置しているひとり暮らし高齢者を中心に、五条老人センター、高井田老人センター

及び高齢者サービスセンターに設置された、シルバーボランティアセンターから安否の確認と話

し相手、相談援助を行っている。

5）子育てサークルの設置促進及び活動支援

①校区福祉委員会が行う“子育てサークル”活動の援助

②市内にある子育てサークルへの活動を支援する目的で、「歳末たすけあい運動」配分事業によ

り、年末・年始の期間に行う交流事業に対し、申請のあった子育てサークルに配分金を配分し、

活動支援を行うもの。（別掲）

５．連絡調整活動の展開（関係機関・団体との連携）

１）福祉団体の支援（福祉団体の事務局としての機能）

○赤十字奉仕団 ○老人クラブ連合会 ○母子寡婦福祉会

○身体障害者福祉協会 ○手をつなぐ親の会 ○精神障害者家族会（さつき会）

○遺族会 ○傷痍軍人会 ○原爆被害者の会

○福祉施設会 ○私立保育会 ○民生委員児童委員協議会連合会

○高齢者介護施設会 ○保護司会 ○子どもの相談機関連絡協議会

○人権擁護委員会 ○ボランティア連絡会 ○介護支援専門員連絡会

○介護者家族の会

２）各団体の自主的事業の支援（社明運動、人権啓発、日赤社資募集等）

３）府社協等関係機関との連携協力

４）他団体等が行う事業に対する後援

６．災害時支援活動の展開

１）「災害時支援ボランティア」の登録

市内で大規模災害が発生した場合や近隣の市町村で災害が発生したときに、ボランティア活

動を円滑に、安心して活動できるように昨年度に引き続きボランティア登録制度の啓発・推進

を行った。
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２）小地域ネットワーク活動の充実

災害時の取り組みについては、被災直後の地域住民同士の助け合いから、本格的な復興に向

けての取り組みまで、その基盤となる平時からの地域でのつながりが最も大切であることは明

らかである。日ごろから地域福祉活動の中心として活動実践している校区福祉委員会が社会福

祉協議会と連携して、日ごろの活動をいかし、地域住民とともにその地域を守るために、要援

護者の支援活動を基本とした防災訓練に取り組んだ。（７校区福祉委員会で実施）

．東大阪市ファミリー・サポート・センター事業の推進７

ファミリ－・サポート・センター事業は、育児の援助をしたい方（援助会員）と育児の援助を受

けたい方（依頼会員）が相互援助を行う会員組織で、東大阪市から委託を受け６年が過ぎた。

２０年度は会員養成講座を６回、一般市民参加型の子育て講座として5月には隔年で行っている

「日赤幼児安全法講習会」を日赤安全法指導員のもと、援助活動や子育てに生かす知識習得の為、

また１２月に女性ﾗｲﾌｻｲｸﾙ研究所から津村 薫氏を招き「キレない子どもに育てるために～子どもの

心に寄り添う子育てとは～」というテーマで、子どもの心理発達を理解し親子関係から人間関係形

成について学ぶ計2回を開講した。センター会員を対象とした子育て講座は「布ぞうり作り」「親子

クッキング～手打ちうどん～」といった、エコや食育をテーマとした内容で開講した。今年度末の

登録会員数は５７５名となり、２，１２１件の援助活動があった。

今年度の傾向としては、０・１歳児の保育施設入所前の預かりや小学校入学時の６歳児の依頼件

数が増加した。活動総件数が昨年度より１６％程減少している点に関しては、平成１５年度より頻

繁に利用していた依頼児童が成長し、該当年齢から外れた事が大きく、当センターの利用頻度が多

い会員や援助活動を底上げできる援助会員の減少が要因と思われる。

援助活動の調整以外に、子育ての不安・夫や姑の理解不足や過干渉などの電話相談が増加傾向にあ

る。傾聴した内容によっては、関係機関や子育てサークル・利用できそうな制度の紹介等を行って

いる。

今後もこうした市民からの複雑な依頼ケースに対応するためにも、市民からの声を受け止めて行

政に情報提供し、他部門との情報共有・連携を図るとともに、一般市民への多様な内容の子育て講

座の充実に努めていく。

１）会員養成講座の開催

開 催 日 時 間 場 所 ／ 講 師 名 参 加 者 数

総 合 福 祉 セ ン タ ー
４ 月 ２ ４ 13:00～ 16:30 ３ 名日 大 野 み ど り ･千 葉 郁 子氏 氏

総 合 福 祉 セ ン タ ー
６ 月 １ ０ 日 13:00～ 16:30 １ ０ 名大 野 み ど り 千 葉 郁 子氏 ･ 氏

｢親子deｶﾌｪ あ ･ん ｣つどいの広場

１ ０ 月 ２ ７ 日 13:00～ 16:30 １ ２ 名川 井 ヨ ネ ･千 葉 郁 子氏 氏

総 合 福 祉 セ ン タ ー
１ １ 月 ２ ０ 日 13:00～ 16:30 ６ 名川 井 ヨ ネ 千 葉 郁 子氏 ･ 氏

総 合 福 祉 セ ン タ ー
１ 月 ３ ０ 日 13:00～ 16:30 ５ 名川 井 ヨ ネ ･千 葉 郁 子氏 氏

総 合 福 祉 セ ン タ ー
３ 月 ７ 日 9:00～ 12:30 １ ０ 名大 野 み ど り 千 葉 郁 子氏 ･ 氏

２）会員登録状況
（ Ｈ ２ １ 年 ３ 月 ３ １ 日 現 在 ）

援 助 会 員 依 頼 会 員 両 方 会 員 合 計

１ ６ ７ ３ ４ ８ ６ ０ ５ ７ ５

３ ） 子 育 て 講 座 の 開 催

開 催 日 時 間 場 所 ／ 講 師 名 参 加 者 数

総 合 福 祉 セ ン タ ー ４ F会 議 室

５ 月 ２ ７ 日 13:00～ 16:00 ｢日赤幼児安全法講習会 ｣ １ ３ 名日 赤 安 全 法 指 導 員

総 合 福 祉 セ ン タ ー ４ F会 議 室

６ 月 ６ 日 13:00～ 16:00 ｢布 ぞ う り 作 り 」 指 導 ： アドバイザー ３ 名
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くすのきリージョンセンター 調 理 室

７ 月 ２ ８ 日 13:00～ 16:30 ｢親 子 ク ッ キ ン グ ～ 手 打 ち う ど ん ～ 」 ｣ ６ 組

指 導 ： ア ド バ イ ザ ー (１ ５ 名 )

市 民 会 館 第 2集 会 室

１ ２ 月 ８ 日 10:00～ 正 午 ｢キ レ な い 子 ど も に 育 て る 為 に 」 １ ４ 名

～ 子 ど も の 心 に 寄 り 添 う 子 育 て と は ～

講 師 ： 女 性 ﾗｲﾌｻｲｸﾙ研 究 所 津 村 薫

４）会 員 交 流 会
平成２１年2月1日(日) 午前10時～正午 布施駅前リージョンセンター 夢広場多目的ホール

～愉快なファミリー・コンサート～ にこにこ楽団 参加者：３５名

５ ） 援 助 活 動 状 況
（ Ｈ ２ ０ 年 ４ 月 ～ Ｈ ２ １ 年 ３ 月 ）

活 動 内 容 回 数

153保 育 所 ・ 幼 稚 園 の 送 り

249保 育 所 ・ 幼 稚 園 の 迎 え

123保 育 所 ・ 幼 稚 園 の 登 園 前 の 預 か り 及 び 送 り

456保 育 所 ・ 幼 稚 園 の 迎 え 及 び 帰 宅 後 の 預 か り

4保 育 所 ・ 幼 稚 園 の 帰 宅 後 の 預 か り

92学 童 の お 迎 え

30学 童 の 放 課 後 の 預 か り

2学 童 保 育 開 始 ま で の お 預 か り

45学 童 の 登 校 前 の 預 か り 及 び 送 り

356学 童 保 育 の お 迎 え と 自 宅 ま で の 送 り

172学 童 保 育 の お 迎 え 及 び 帰 宅 後 の 預 か り

96子 供 の 習 い 事 の 時 の 援 助

0子 供 の 病 後 時 の 援 助

7保 育 所 ・ 学 校 等 休 み 時 の 援 助

54出 産 に 伴 う 子 ど も の 預 か り

5保 育 所 等 施 設 入 所 前 の 援 助

227保 護 者 等 の 短 時 間 ・ 臨 時 的 就 労 の 場 合 の 援 助

3保 護 者 等 の 求 職 活 動 中 の 援 助

16保 護 者 等 の 冠 婚 葬 祭 に よ る 外 出 、 他 の 子 供 の 学 校 行 事 の 場 合 の 援 助

9保 護 者 等 の 買 物 等 外 出 の 場 合 の 援 助

22保 護 者 等 の 病 気 、 急 用 等 の 場 合 の 援 助

0保 護 者 の 講 習 会 な ど へ の 参 加 時 の 援 助

2,121合 計

６）依頼児童(乳幼児含む)年齢別集計

年齢 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10歳 合 計

件数 88 380 148 149 288 162 328 231 71 274 2 2,121

７）研修会・交流会への参加

①平成２０年度ファミリー・サポート・センター全国交流集会

日 時：９月２９日（月）13:00～17:30

場 所：三井アーバンホテル大阪ベイタワー

内 容：３センターの事例報告を含むパネルディスカッション

「できること・できないこと」

コーディネーター：法政大学キャリアデザイン学部教授 武石恵美子 氏

パ ネ ラ ー ：生駒市 子どもサポートセンター｢ゆう｣ 成田 惠子 氏

京都市ファミリーサポートセンター 中井 真紀 氏

堺市ファミリー・サポート・センター 難波 悦子 氏



- 19 -

Ⅳ．市民の理解と参加による社会福祉協議会の基盤強化の推進Ⅳ．市民の理解と参加による社会福祉協議会の基盤強化の推進Ⅳ．市民の理解と参加による社会福祉協議会の基盤強化の推進Ⅳ．市民の理解と参加による社会福祉協議会の基盤強化の推進
（市民に見える社協づくり）

１．社協事業への市民の理解と協力の促進
１）機関紙「社協ひがしおおさか」（ボランティア情報、善銀ニュ－ス）等の編集発行

社協機関紙「社協ひがしおおさか」を年２回編集発行（部数：２１０，０００部）し、全戸

配布して、市内の福祉に関するほっとなニュースや取り組みなどを掲載したほか、社協事業に

ついても啓発活動を行った。なお、発行に際して福祉関連の広告掲載を行い、掲載料を費用に

あてた。また、介護者家族の会の機関紙「昴(すばる)」などを活用して、関連事業や福祉情報

の紹介を行った。

NO 発行日 主 な 内 容

8９ １０／１ 平成２０年度赤い羽根共同募金紹介／歳末たすけあい配分申請について／
(全戸配布) ／社協事業報告・決算報告／組織構成会委員・賛助会員募集／認知症高齢

号 者相談窓口のしおり／高齢者地域 会議／ファミサポだより／特集・地域ケア
を元気にする新たな支え合い（地域福祉の新しい展開）／東大阪内６老人
センター紹介／預託だより（善意銀行・Ｖ基金）／ボランティアグループ
紹介／ボランティア基金チャリティーコンサート開催案内／テレホンガイ
ドお知らせ／協賛広告

９０ ４／１５ 平成２１年度社協事業計画／赤十字運動月間のお知らせ／組織構成会員・
(全戸配布) 賛助会員募集／平成２０年度赤い羽根共同募金実績報告／赤い羽根共同募

号 金配分申請の案内／歳末たすけあい募金の報告／交通遺児激励金の給付案
内／いきいきネット相談支援センター紹介／ファミサポだより／ボランテ
ィア保険更新の案内／特集・こころのバリアフリーをめざして／高齢者地
域 会議報告／ボランティアグループ紹介／校区福祉委員会紹介／預託だケア
より（善意銀行・Ｖ基金）／ボランティア基金チャリティーコンサート報
告／テレホンガイドお知らせ／協賛広告

２．インターネットホームページ「は－とねっと」による情報の発信
情報公開・情報提供の手段として活用している当協議会のホームページ「はーとねっと」で
情報提供を行い市民の理解と協力・参加を得た。

３．パンフレット等の編集発行及び配布
１）平成２０年度事業、歳入歳出決算報告書
２）平成２１年度事業計画及び一般会計予算書
３）「あんしんカード」の編集発行
４）ボランティアハンドブックの編集発行
５）「プラン｀１３ひがしおおさか」の編集発行

４．社協組織の充実
１）理事会・評議員会の開催（前掲）
２）各委員会の開催（前掲）

５．事務局体制の充実

１）関係職員連絡会議及びプロジェクトチームによる情報交換、事業の検討及び連携
・施策調整会議（毎月）、・所属連絡会議（毎月）、社協３老人センター連絡会議

広報事業職員プロジェクトチ－ム会議

日 時 案 件

7/９、８/1 ・平成２０年度 「社協ひがしおおさか」発行スケジュール・編集方針確認
・「社協ひがしおおさか第８９号」(10月1日号発行予定)の内容等について
・発行に伴う原稿の持ち寄り、紙面への割り振り

2/2 2/10 ・「社協ひがしおおさか第９０号」(4月15日号)の発行に伴う原稿の持ち寄り

介護保険等事業プロジェクトチーム会議

開 催 日 案 件

11/27､12/25､1/22､ 介護保険事業（訪問介護・居宅介護支援事業）、
2/19、3/4 障害者自立支援事業縮小・廃止の検討

2/25、2/28 非常勤ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ説明会（延べ4回）

大規模災害時の対策検討職員プロジェクトチ－ム会議

開 催 日 案 件

2/26、3/16 ・大規模災害時対策・支援活動について
・福祉避難所・災害支援ボランティアセンターの設置と応援体制について

3/25、4/13 （応援人数、必要機材・備品等）
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２）日野原重明先生講演会

開 催 日 案 件

１１／１２ 講演「命輝く生き方を学ぶ」 於：市民会館
講師 聖路加国際病院 理事長 日野原 重明 氏

３）職員人権研修会の実施

開 催 日 案 件

2/26 生き生き人生学 於：市民会館
3/5、12 ｢セクシャルハラスメントと人権｣ ～ジェンダーへの気づき～

｢人の世に熱と光を｣ ～同和問題入門～、 ｢よくわかる『在日外国人と人権』｣

４）講演と映画のつどい

開 催 日 案 件

３／２８ 講演「あふれる感謝」 (講師)映画監督 入江 富美子 氏 於：市民会館
映画「1/4の奇跡～本当のことだから～」

３）大阪府社協主催研修会及び会議等への参加

①大阪府 社協会長会・ 会議 大阪府下社協担当職員会議市町村 事務局長会 及び

会 議 名 開 催 日 場 所

市町村社協会長会議 4/3､9/4､11/6 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-

市町村社協会長 事務局長合同会議 6/5､8/22､9/4､1/8､2/5 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-・

市町村社協事務局長会議 4/17､7/17､8/22､9/18､ 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-
11/20､12/17､3/13

市町村社協予算対策活動 4/21､5/9､7/10､8/7 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-

市町村社協予算要望対策小委員会 7/2､7/10､7/25､8/7､ 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-

河南ﾌﾞﾛｯｸ社協連絡会会長事務局長会 7/9､2/23 東大阪市総合庁舎

職員連協地区代表者会議 4/30､3/18 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀｰ

職員連協幹事会 4/14､10/17､11/25､3/18 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-

市町村社協職員共済会理事会 5/28､3/25 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀｰ

職員共済会企画運営委員会 7/31､ 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀｰ

福祉と共生のまちづくり推進会議 7/18､3/2 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀｰ

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀー活動指針作成委員会 10/16､11/28､2/24 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-

ボランティアセンター担当者会議 6/16､10/10､1/19､3/19 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀｰ

地域福祉担当者会議 3/12 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-

地域組織担当者会議 11/27､ 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-

地域福祉推進のための協働会議 7/18､ 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-

地域福祉専門研修委員会 2/10 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-

福祉と共生のまちづくりフォーラム 3/2 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀｰ

ボランティアコーディネーター研修 3/3 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-

府社協・研修運営委員会 7/29､ 大阪府庁

小地域福祉活動の活性化に関する 11/3､12/2､2/10 全国社会福祉協議会
調査研究委員会

②参加研修会

研 修 会 名 開 催 日 場 所

地域福祉推進セミナー 6/19 ドーンセンター

災害 運営ｼｭﾐﾚｰｼｮﾝ 9/1､ 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-ボランティアセンター

災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ運営シミュレーション 9/1 岸和田市

社会福祉協議会活動全国会議 10/20～２１ 全国社会福祉協議会

災害支援ボランティア養成研修 11/7～9 ビッグアイ

職員連協フォーラム 11/7､12/19､ 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-

全国地域福祉活動サミットin西宮･宝塚 11/15 関西学院大学

地域の福祉力セミナー 11/16 関西学院大学
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社協の底力セミナー 12/13～14 ふるさと会館いが

コミュニティーワーカー 養成研修 12/18～19 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-

OJTリーダー研修会 1/14､1/27 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-

小地域ネットワーク活動リーダー研修会 2/16 大阪国際交流センター

ボランティアコーディネーター研修会 3/3 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-

苦情解決 第三者委員研修会 3/24 大阪府社会福祉会館

社会福祉トップセミナー 3/28 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-

③日常生活自立支援事業関係

研 修 会・会 議・説明会 等 開 催 日 場 所

成年後見審判申立審査会（市長申立） 5/14､9/11 東大阪市総合庁舎

専門員新任者研修会 6/11 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-

市町村･保健所等職員研修( ) 6/25､7/17 長瀬障害者センター高次機能障がい
クレオ大阪東

小阪病院デイケアﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 事業説明会 6/27､3/25 小阪病院デイケア

専門員担当者会議 7/9､9/.10､10/17､3/11 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-

実習生受入（１名） 9/9 日常生活自立支援ｾﾝﾀ-

市町村社協ｺﾐｭﾆﾃｨﾜｰｶｰ養成研修 12/8､12/9 大阪府社会福祉会館

話し方ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ術スキルアップ研修 2/.2､ 大阪府社会福祉会館

成年後見制度研修会 3/25 東大阪市総合庁舎

平成２０年度 会 務 報 告

年月 事 業 名 備 考 年月 事 業 名 備 考

４ 共同募金事務担当者会議 4/22 金婚夫婦のつどい 10/18

東大阪市民 ふれあい祭り 5/15 １０ 指定管理施設のヒアリング 10/27

５
社協会計監査 ( ) 5/14 来年度予算ヒアリング 10/30商工会議所

６ 法人指導監査説明会 6/27 市民 健康祭り 10/26

河南ﾌﾞﾛｯｸ社協連絡会
７ 安全衛生委員会 （高齢者ＳＣ） 7/9 １１ 11/28

会長事務局長会 研修会 ( )宝塚市社協

玉串保育園 合宿保育 7/11 法人監査 12/9

１２
ボランティア基金

防火避難訓練 (総合福祉ｾﾝﾀｰ) 8/19 12/23
チャリティーコンサート

８ 地域懇談会 （布施ﾘｰｼﾞｮﾝｾﾝﾀｰ） 8/28 職員 研修報告会 1/8（総合福祉センター）

地域懇談会 （四条ﾘｰｼﾞｮﾝｾﾝﾀｰ） 8/29 １ 職員 研修報告会 1/9（高齢者サービスセンター）

ボランティア
地域懇談会 （希来里） 9/9 1/17（クレアホール布施）

夢フェスティバル

９ 安全衛生委員会 （高齢者ＳＣ） 9/17 ２ 防火避難訓練 (総合福祉ｾﾝﾀｰ) 2/1

敬老事業 開催 （１３校区） 9/9～ 安全衛生委員会 （高齢者ＳＣ） 3/18

１０ 共同募金運動 街頭募金 10/1 ３ 東大阪ふれあいのつどい 3/26
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Ⅴ．高齢者サービスセンターⅤ．高齢者サービスセンターⅤ．高齢者サービスセンターⅤ．高齢者サービスセンター

１．利用状況

平成２０年度に当センタ－を訪れた市民及び利用した高齢者の総数は５５，９４６人で、この

１年間に新規の利用券を発行した者は１８９人である。（利用券発行累計４，９５３枚）利用者

数を月平均すると４，６６２人で、１日平均は１９０人である。

（用途・月別利用者数） （単位：人）

ふれあいサービス 内 訳 （再 掲） 事業別利用者数 総

利 用 者 数 入 浴 者 生き リハ ｸﾗﾌﾞ 開放 新規 研 実 会 団 老 見 デ 小 相談 合

男 女 小計 男 女 小計 がい ビリ 活動 事業 利用 修 習 議 体 大 学 イ 計 件数 計

2048 1951 3999 242 181 423 35 75 591 419 8 0 0 73 248 0 1 280 602 34 4635４月

2098 2090 4186 239 196 435 81 51 539 417 59 0 0 88 237 158 2 264 749 41 4976５月

2218 2320 4538 246 188 434 123 80 577 426 25 0 8 102 199 205 1 234 749 85 5372６月

2384 2236 4620 226 161 387 149 88 566 419 11 0 0 169 328 241 0 266 1004 33 5657７月

1850 1322 3172 227 190 417 37 36 148 460 8 51 0 43 104 47 0 233 478 48 3698８月

2096 2114 4210 205 183 388 229 58 473 397 13 0 8 80 274 229 0 239 830 75 5115９月

2110 2162 4272 203 185 388 97 82 552 435 10 0 0 111 195 189 0 256 751 59 508210月

1914 2150 4064 185 148 333 356 77 523 386 13 0 14 160 155 193 0 232 754 50 486811月

1874 1608 3482 191 181 372 101 60 338 379 6 0 4 125 177 102 0 270 678 48 420812月

1680 1468 3148 169 168 337 53 58 346 368 5 38 20 134 106 0 0 253 551 51 3750１月

1924 1774 3698 171 156 327 28 81 537 422 13 0 32 165 172 0 0 243 612 76 4386２月

1660 1770 3430 187 168 355 24 61 395 319 18 121 8 55 183 0 0 275 642 127 4199３月

23854 22965 46819 2491 2105 4596 1313 807 5585 4847 189 210 94 1305 2378 1364 4 3045 8400 727 55946累計

1988 1914 3902 208 175 383 109 67 465 404 16 17 8 108 198 113 0.3 253 700 60 4662平均

１．老人センター事業

１．情報提供

情報サービス・啓発事業

①情報の提供

市民や利用者にセンター事業や高齢者福祉等に関する情報を提供するために、市政だよりや

社協機関紙等を活用するとともに、機関紙｢高齢者サービスセンター｣を月刊で発行した。

また、関係機関等のチラシやポスタ－等の配布や掲示を行うなど、情報の提供を行った。

②場所の提供

団体数は２０グループで、主に老人大学講座「悠友塾」の卒業生で構成されているボランテ

ィアグループの他、近隣の校区福祉委員会等へ活動の場を提供し延べ２，３７８人が利用した。

２．教育・研修

１）生涯教育事業

①老人大学講座「悠友塾」

高齢者の方々に健康で、より豊かな生きがいのある生活を送っていただけるよう、「楽しく

集い・学び・語らい・行動する」という機会と場を提供することを目的に開講した。

実施期間 平成２０年５月１３日 ～ １２月９日（全１２０時間）

修了者数 ５１人（福祉：２５人・歴史：２６人）

専任講師 歴史：元大手前大学 人文科学科 教授 藤 井 直 正 氏

福祉：大阪人間科学大学 人間科学部 講師 上ノ園 誠仁 氏

内 容 「専門コ－ス」

楽しく郷土の歴史を学ぶコ－ス 毎週火曜日 １０時～１２時

楽しく社会福祉を学ぶコ－ス 毎週火曜日 １０時～１２時

「一般教養科目」 毎週火曜日 １３時～１５時

（※ 一部、火・木 週２回の場合有）
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②悠友塾ＯＢ連絡会への協力

連 絡 会 毎月第１水曜日

内 容 活動に対する相談援助及び各機関の連絡調整

③高齢者生きがい教室（クラブ活動）

高齢者の生涯教育の一環として、生きがいづくりや人と人との交流に重点をおいた生きがい

教室を実施し、利用者のニーズにあったクラブ運営を行った。

会員数 実 施 日 実 施 延べ ( )人
クラブ名 講 師 名

( ) 週 曜日 時 間 回 数 出席者数人

茶 道 小 寺 宗 豊 20 第2･4 水 13:30-15:30 20 3３９

華 道 小 西 國 甫 14 第1･3 月 13:30-15:30 15 １９５
講

２６７詩 吟 大 塚 國 行 18 第1･3 火 13:30-15:30 18

19 １９８師 ( )12 10:00-12:00一部
陶 芸 山 田 ウタ子 第1･3 木( )1１ 13:30-15:30 22 ２１３二部

付
２３５編物手芸 山 野 弘 子 20 第2･4 水 13:30-15:30 18

き ( )17 13:30-15:30男性
19 ４４３社交ﾀﾞﾝｽ 吉 田 吏 第1･3 木( )20 13:30-15:30女性

ク
19 ４９９( )30 10:00-12:00一部

書 道 永 田 桂 華 第2･4 火 19 ４７３ラ ( )30 13:30-15:30二部

17 １３１民 謡 川口 名津珠和 1１ 第1･3 金 13:30-15:30
ブ

民謡踊り 藤 扇 栄 祥 11 第1･3 金 13:30-15:30 1５１23

20 １９８は り 絵 堀 田 三和子 11 第2･4 金 13:30-15:30

19 ３１５美 術 平 河 登 與 20 第1･3 水 13:30-15:30

23 ２１４自 ( )17 水 13:00-16:00一部
23 １８５カラオケ ( )17 第1･3 木 13:00-16:00二部

由 24 ２４８( )22 月 13:00-16:00三部
ク

21 １６８謡 曲 11 第1･3 火 10:00-12:00
ラ

３２６テンコク 20 第2･4 水 10:00-12:00 20
ブ

( )19 土 10:00-12:00 3７５一部 23
卓 球 第2･4 ４１２( )20 木 13:30-15:30 24二部

3７１ 406 5,５８５計計計計

④卓球・カラオケ・ダンスによる健康促進事業

クラブ活動以外に利用者の健康増進の為、週４回、卓球、カラオケ、ダンスを開放し、延べ

４，４３６人が利用し、相互の交流と自身の生きがいづくりや健康の増進におおいに役立った。

⑤その他の教室・講座・交流事業

日 事 業 名 内 容 参加者数

介護予防活動 １9人４月1４日 ボランティア 介護予防活動ボランティア養成講座
１期・２期修了生の交流会交流会

５月16日 ボランティア手芸教室 ボランティアグループの指導による 13人
パッチワークのメガネケース作り

23人５月20日 いきいき歌体操教室 歌や音楽に合わせて体操をする

１9人28 体験料理教室 ボランティアグループの指導による日
料理教室

１2人２9日 三老人センター交流事業 三老人センター利用者が陶芸をしなが
陶芸体験教室 ら交流する
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６月 ３日 47人いきいき歌体操教室 歌や音楽に合わせて体操をする
日17

体験料理教室 16人２5日 ボランティアグループの指導による
料理教室

45人26日 ふれあいバスツアー 高齢者の交流と福祉の向上

7月 1日 74人いきいき歌体操教室 歌や音楽に合わせて体操をする
日15
日29

６人14 三老人センター交流事業 三老人センター利用者が折り紙を学び日
折り紙教室 ながら交流する。

（場所：五条老人ｾﾝﾀｰ）

7月23日 19人体験料理教室 ボランティアグループの指導による
料理教室

7月31日 38人囲碁、将棋交流会 囲碁､将棋を通じて親睦･交流を深める

ビデオ上映会 それでも僕はやってない・象の背中 37人８月 8日

9月16日 63人いきいき歌体操教室 歌や音楽に合わせて体操をする
日30

9月19日 ボランティア手芸教室 1９人ボランティアグループの指導による
パッチワークポーチ作り

9月24日 体験料理教室 20人ボランティアグループの指導による
料理教室

１６人１０月６日 三老人センター交流事業 三老人センター利用者が健康体操を学 延べ
20 らくらく健康体操教室 びながら交流する。日

（ 場所：高井田老人ｾﾝﾀｰ）

10月 7日 57人いきいき歌体操 歌や音楽に合わせて体操をする
日21

10月22日 体験料理教室 20人ボランティアグループの指導による
料理教室

11月 7日 94人ふれあいおもちゃ作り おもちゃ作りを通して、
当センター利用者と弥栄小学校児童
とのふれあい交流

いきいき歌体操教室 歌や音楽に合わせて体操をする 57人11月 4日
日18

11 25 71人月 日 老人大学公開講座 「裁判員制度ってなんだろう」

月 日 ボランティアグループの指導による １8人11 26 体験料理教室
料理教室

1２月 ２日 6人パソコン教室 ボランティアグループの指導による年
賀状つくり

12月12日 59人ビデオ上映会 眉山、マリと子犬の物語

ボランティアグループの指導による 18人12月24日 体験料理教室
料理教室

1 20 30人月 日 いきいき歌体操教室 歌や音楽に合わせて体操をする

月 日 高齢者サービスセンター 地域交流や世代間交流 2,256人3 6
日 クラブ活動発表会等7 弥生祭り

２）シルバーボランティアセンター事業

①ボランティアグループ「はだしの会」によるひとり暮らし高齢者世帯への福祉電話訪問

中地区２，４８２件

②ボランティア養成事業

・当センター利用者によるボランティアグループ「明日葉：手芸教室」「ハッピースプーン料理

教室」への活動支援。

・転倒予防体操の普及等介護予防活動を推進するボランティアグループ「のぞみ：みんなの体操

ひろば」への活動支援。
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ニアボランティアと地域をつなぐ広場の開催③シ

シルバーボランティア活動の活性化と介護予防活動の周知を目的として開催した。

11 27 116人開催日時： 月 日（木）13時～15時30分 参加人数：

第２回介護予防活動ボランティア養成講座「効果測定」④.

・日 時：平成２０年７月７日（月）１４：００～１５：３０

・講 師：日本介護予防指導者協会 三宅 基子 氏

・修了者：１４人

（１期・２期生修了生）⑤「介護予防活動ボランティア養成講座」修了生のスキルアップ講座

・場 所：高井田老人センター

・日 時：平成２０年１２月 ４日（木）１０：００～１２：００

・講 師：日本介護予防指導者協会 重信 直人 氏

・参加者：１３人

３．介護予防事業

高齢者の介護予防を目的に各種教室を実施。日常生活動作指導などを含め、利用者が気軽に

参加できる｢健康体操教室」「手作り作品教室」「トレーニング教室」を開催した。

また、介護予防活動ボランティア養成講座、修了生の協力による「みんなの体操ひろば」を

開催した。

１） 各種教室

延べ参加人数事 業 名 実 施 日 時 間 内 容

毎月第２木曜日 13：30 ボランティアによる運動
メロディうんどう教室 ～ と生活指導 363人

毎月第４水曜日 15：00

13：30 ボランティア講師による
手 作 り 作 品 教 室 不定期実施 ～ 手芸教室 120人

15：30

13：30 簡単な器具などを使用し
ト レ ー ニ ン グ 教 室 毎月第２水曜日 ～ た筋力トレーニングの指 167人

15：00 導を実施する。

13：30 介護予防活動ボランティ 193人
みんなの体操ひろば 毎月第４木曜日 ～ アによる体操の指導

14：30

健 康 体 操 教 室 不定期実施 10：00 椅子座位でのストレッチ 157人
～ 体操で、肩こりや腰痛の

11：30 予防をする。

出 前 健 康 体 操 教 室 10：00
ｾﾝﾀｰ ～ 〃 78人五 条 老人 9/18､10/16､11/20
ｾﾝﾀｰ 11：30 86人高井田 老人 5/15､6/19､7/17

計 1,164人

２）訪問リハビリ指導

実施回数 １回 １人
実施内容 ヘルパー・ケアマネジャーへの助言指導

生活リハビリ訓練指導（ＡＤＬ訓練指導）

４．健康生活維持並びに向上のためのサービス事業

健康入浴 毎週 月、水、金 １３時～１５時 延べ４，５９６人

いきいき健康相談 毎月１回 第３水曜日 延べ １４人

車いす貸し出し事業 １１回

5．実習生の受け入れ

小阪病院看護専門学校生 平成２１年１月１３日～３月１２日までの間 １５人

６．盾津、池島中学校区いきいきネット相談支援センター事業（ＣＳＷ配置事業） 詳細は別掲
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五条老人センタ－）２．（

指定管理者施設として３年目の本年は、地域に根ざした老人センターとして、高齢者が安心した

生活を送ることができるよう昨年度に続き「救急救命AED講習」や「防犯講座」を実施した。

クラブ活動等の生きがいづくり推進事業や、医、食、住をテーマに四季にわけて開催した「五条

の里」講座も大変好評でセンターの新規利用につながった。介護予防などをめざした健康づくり推

進事業や、シルバーボランティアの育成も順調に進めることができた。特に第2期介護予防ボランテ

ィア養成講座の修了生がボランティアグループを結成し、転倒予防体操等を普及する活動が始まり

「みんなの体操ひろば」を月二回開催することができた。

また、第3期の介護予防ボランティア養成講座を開催し、さらなる転倒予防体操の普及等介護予防

につながる事業の拡大化を図ることができた。

平成２０年度、当老人センターを利用した高齢者の総数は３１，３４５人で、この１年間に新規

の利用券を発行した人数は２０４人である。利用者数を月平均すると２，６１２人で、１日平均は

１０6人である。

（年間利用者数及び入浴者数：開館日数 ２９４日） （単位：人）

利用者数 入浴者数（ ･ ･ ）毎週 月 水 金 午後１時～３時

男 女 計 男 女 計

17,0４２ 14,303 31,3４5 799 696 1,495

※6/27以降よりボイラー故障のため入浴は休止

１）情報提供

情報サービス・啓発事業

・情報の提供

市民や利用者にセンター事業や高齢者福祉等に関する情報を提供するために、市政だより

や社協機関紙等を活用するとともに、機関紙｢五条老人センター｣を月刊で発行した。

また、関係機関等のチラシやポスタ－等の配布や掲示を行うなど、情報の提供を行った。

2）教養講座、レクリエーション事業

手作り作品づくりなどを通して、趣味の輪を広げることや各種レクリエーション事業でより

多くの時間を高齢者に楽しんでいただく事業を展開した。

①教養講座

開催日 事業名 内 容 参加人数

５／３０ 手作り作品教室 押し花で色紙・キーホルダー作製 ２１人

７／１５ パソコン教室 暑中見舞いのはがきづくり ７人

９／２9 版画教室 季節のものを作製 １7人

11／27 版画教室 年賀はがきづくり １8人

1２／16 パソコン教室 年賀はがきづくり ７人

3／ ６ 手作りｸﾗﾌﾄ教室 自然木を使ってブローチの作製 １9人

３／１３ 折り紙教室 折り紙で「桜の花」を作製 ２２人

計 １１１人

②レクリエーション事業

開催日 事業名 内 容 参加人数

６／３０ バンパー大会 トーナメント方式によるバンパー大会 １６人

７／２９ 卓球大会 ダブルス総当たり制リーグ戦 ２４人

８／１３ 盆踊り大会 ｾﾝﾀｰ利用者による盆踊り大会 ４２人

８／２７ ビデオ上映会 ２６人上映作品「武士の一分／マリと子犬の物語」

９／ ８ 敬老大会 クラブ有志による演芸披露、 １３５人
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ「わかば会」による
「銭太鼓･踊り ／大正琴の」披露
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1０／３１ 囲碁大会 トーナメント方式による囲碁大会 １６人

1２／１８ 名画鑑賞会 ２５人上映作品「釣りバカ日誌／大 奥」

1２／１９ 名画鑑賞会 １６人上映作品「椿三十郎」／ＨＥＲＯ」

1２／２２ 名画鑑賞会 ２０人上映作品「哀 愁／心の旅路」

１／２９ 将棋大会 トーナメント方式による将棋大会 １８人

計 ３３８人

３）高齢者生きがい教室（クラブ活動）

高齢者の生涯教育の一環として、人と人のつながりに重点を置いた生きがい教室を実施した。

会員数 実 施 日 実 施 延べ ( )人
クラブ名 講 師 名

( ) 週 曜日 時 間 回 数 出席者数人

華 道 勝 山 満 甫 12 第1･3 月 13:00-15:00 16 １６１

俳 句 立 村 霜 衣 8 第 2 月 13:00-15:30 11 ８２

詩 吟 森 山 国 洸 15 第1･3 火 14:00-16:00 18 １４８

水 墨 画 藤 谷 神 州 27 第2･4 火 10:00-12:00 19 ４６３

書 道 杉 山 滝 蔵 45 第2･4 火 13:00-15:00 19 ５２３

絵 手 紙 木 村 初 子 34 第2･4 水 10:00-11:30 18 ４７９

茶 道 檀 浦 宗 柳 16 第2･4 水 13:00-15:00 19 ２４７

フラダンス 福 岡 鈴 22 第2･4 水 12:00-16:30 26 ３３９

ダ ン ス 吉 田 真 一 31 第1･3 木 12:00-14:30 20 ４２７

歌 体 操 平 河 美津子 50 第2･4 木 10:00-11:30 19 ７３３

手 芸 谷 脇 睦 子 27 第2･4 木 13:00-15:00 18 ３３９

民謡踊り 石 井 ゆわ子 8 第1･3 金 12:00-14:00 18 １８０

新 舞 踊 山 村 若温紀 8 第1･3 金 14:00-16:00 19 １９０

民 謡 植 元 和 市 39 第2･4 金 13:30-15:30 19 ５６４

ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ 風 間 愛 子 20 第 4 金 13:30-15:00 10 ２０５

カラオケ ・ 94 第1･3 水 10:00-15:00 19 １,５１７栗山 登 相川 義夫

計 45６ 2８８ 6,５９７

４）地域交流事業
地域に根ざした老人センターとして、高齢者が安心していきいきとした生活を送ることができ

るよう地域へ積極的な参加を呼びかけ実施した。

開催日 事業名 内 容 参加人数

４／２８ 「春の講座」 ① 「食べることを大切にしましょう」 ３2人五条の里 テーマ
枚岡警察署生活安全課②春の地域安全運動:

③「スプリング コンサート」
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ音楽宅急便「さら」

８／ 8 手作りおもちゃ教室 縄手東小学校＆縄手東育成クラブと ３7人
センター利用者による世代間交流

８／２8 「夏の講座」 ① 「地球温暖化防止と身近なゴミ問 ２８人五条の里 テーマ
題」

②らくらくリサイクル講座
廃油を使用したアロマキャンドルの作製
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１０／１１ 防 犯 講 座 「振り込め詐欺防止」 ２１５人ワンポイント講座
（全国地域安全運動） （枚岡警察署生活安全課）～２０

対象 水墨画 書道 新舞踊 華道ｸﾗﾌﾞ: ､ ､ｶﾗｵｹ､ﾀﾞﾝｽ､ ､

１０／２７ 救急救命ＡED講習 「心肺蘇生法」と「ＡＥＤの使い方」や ３３人
止血法等の応急手当に関する知識と技術を

（ 講習指導：東消防署 救急救命隊 ）学ぶための講習

１０／２９ 「秋の講座」 ①歴史について学びましょう！ ３６人五条の里
テーマ「楠木正行と河内」

② ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ「やまびこ」による朗読
「田辺聖子氏の」著書の朗読

１１／ クラブ活動発表会 高齢者生きがい教室（クラブ活動）の発表 ７５１人
11･13･14 会 （舞台発表・作品展示・茶席）

２／２３ 「冬の講座」 ３６人五条の里 ①テーマ「食中毒について」
②「骨密度測定と健康に関するお話」

（ 講師：食品衛生課、東保健センター ）

計 １,１６８人

５）各種相談事業

日常生活の心配事や悩み、健康等に関する相談事業を実施

相談別 相談員 相談日 相 談 件 数

内 容 計

生活相談 五条老人 随 時 1日常生活の心配事

ｾﾝﾀｰ館長

仕事相談 五条老人 随 時 相談受付なし ０

ｾﾝﾀｰ館長

健康相談 看護師 第３水曜日 高齢者の健康上の悩みに 37

上村 ﾅﾐｴ 氏 13:00～15:00 ついて個別に助言、指導

６）介護予防、健康づくり推進事業

高齢者がいきいきと健康に暮らすための一助となることを目的とした、日常生活動作指導な

どの各種健康体操教室や、利用者が気軽に参加できる「みんなの体操ひろば」を、介護予防活

動ボランティア養成講座、修了生の協力により開催した。（12月より2期生修了者がボランティ

アグループを結成し、月２回開催となった。）

①各種教室

実施日もしくは曜日 参加人数(延べ）教 室 名 時 間 内 容

健康のつどい 6/17､3/23 13:30 ９０人「元気ワクワク健康教室」(6/17)
計２回 ～ 「食と話と体操」(3/23)

15:00

歌体操（短期コース） 第１･３火曜日 1３:00 イキイキ・リフレシュ歌体操 １４７人
７月～１１月 ～
計８回 1５:00

健康体操教室 10:00 椅子座位でのストレッチ体操 7８人9/18､10/16
～ で、肩こりや腰痛の予防をす11/20

高齢者 理学療法士による指導）計3回 11:30 る。( ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

太極拳教室(7 ｺｰｽ) 第１･３火曜日 1３:00 太極拳を初歩から体験 １２２人回
11月～3月 ～

計7回 1５:00

初心者卓球教室 A 第１･３月曜日 1３:00 卓球を通じて、健康づくりの推 １８９人
～ 進

1５:00

初心者卓球教室 B 第２･４水曜日 1４:00 卓球を通じて、健康づくりの推 １３６人
～ 進

1６:00

計 ７６２人
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②みんなの体操ひろば

参加人数(延べ）実施曜日 時 間 内 容

第2月曜日 介護予防活動ボランティアによる「転倒予防体操」 １１７人10:00

( 20 12 ) や、脳トレーニング体操、健口（口腔）体操等。平成 年 月～ ～11:30

:ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ｢ ｣指導 ひまわり

第３月曜日 介護予防活動ボランティアによる「転倒予防体操」 ３４６人10:00

や、脳トレーニング体操、同級会音頭、ゲーム等。～11:30

:ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ｢ ｣指導 こだま

計 ４６３人

③「つくしんぼ会」による健康推進事業（東保健センターとの共催事業）を実施

概ね月１回 第４月曜日 １０時～１２時 計７回 延べ１８３人参加

７）シルバーボランティアセンター事業

①ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ「はだしの会」によるひとり暮らし高齢者世帯へのふれあい福祉電話訪問

東地区 １,８１４件

②ボランティアグループの例会等の開催

参加人数(延べ）ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ名 内 容 回数

あじさいの会 ９ ４１人活動内容の報告と打ち合わせ、情報交換

介護予防活動ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ １２ １００人「みんなの体操ひろば」での活動等
（転倒予防体操等介護予防体操指導、終了こ だ ま

後活動内容のスキルアップや次回の打ち
介護予防活動ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ １２ １１７人合わせ等）

ひ ま わ り

③介護予防活動ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ「ひまわり」の結成に向けての相談援助

・介護予防活動ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ養成講座修了生「1期生」と「2期生」の交流会 1回開催 23名参加

・ 〃 「2期生」の交流会 1回開催 14名参加

④介護予防活動ボランティアによる「出前体操ひろば」の実施

実施日 時 間 内 容 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 参加人数実施場所

１１／１ ９人 ３０人縄手北中学校 10:00～11:00 第 回 縄北ふれあい にて転倒予防体操やレクリエーション5 ｢ ﾌｪｽﾀ｣
等の実施

１2／7 ｢ ｣ ５人 ９０人昭 和 会 館 ふれあいのつどい にて転倒予防体操やレクリエーション等の実施13:00～1４:00

2／20 転倒予防体操や 等の実施 ２人 １３人旭町自治会館 レクリエーション10:00～11:30

3／13 転倒予防体操や 等の実施 ２人 １５人旭町自治会館 レクリエーション10:00～11:30

計 １８人 １４８人

⑤ボランティア養成講座等の実施

第２回介護予防活動ボランティア養成講座「効果測定」1..

・日 時：平成２０年７月７日（月）１０：００～１１：３０

・講 師：日本介護予防指導者協会 三宅 基子 氏

・修了者：１2人

２.「介護予防活動ボランティア養成講座」修了生のスキルアップ講座

介護予防活動のボランティアの輪が広まることや、「みんなの体操ひろば」など介護予防

推進事業のさらなる充実を目指して開催した。

平成２０年１２月４日（火）１０時～１１時３０分・日 時：

・場 所：高井田老人センター

・講 師：日本介護予防指導者協会 重信 直人 氏

・参加者：４３名（内訳：五条１４名、高井田１６名、高齢者１３名）
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3．第３回介護予防活動ボランティア養成講座

老人センターや近隣地域をを拠点として介護予防活動を推進する為、介護予防活動ボラン

ティアとなる人材を育成した。

平成21年１月20日（火）～3月24日（火）午前10時～11時30分・日 時：

毎週火曜日 計１０回 延べ１２０人参加

・内 容：転倒予防トレーニングを中心とした講義と実技

・講 師：日本介護予防指導者協会 三宅 基子 氏

・修了者：１２人

（２日間コース）４.「高齢者レクリエーションボランティア養成講座」

高齢者のボランティア活動の推進と拡充を図り、地域活動への参加を支援するための一環

としてのボランティアとなる人材の育成に努めた。

開催日 時間 内 容 講 師 参加人数

2／20 YMCA ２２人13:00 レクリエーションボランティアとは・・・・ 大阪 重信 直人 氏
大阪 三宅 基子 氏～15:00 YMCA

2／2７ ①交流をより深めるためのゲーム YMCA ２７人13:00 大阪 三宅 基子 氏
②ボランティアグループの活動紹介～15:00

⑥ボランティア活動の紹介

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ音学宅急便「さら」、 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ「やまびこ」、はだしの会、あじさいの会朗読

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ「こだま」「ひまわり」、かざ車の会介護予防活動

⑦ニーズ内容

ニーズ内容 通院介助 外出介助 話し相手 講師の紹介 計

件 数 ４ 件 ４ 件 ２１件 ２ 件 ３１件

⑧当センターの庭園清掃ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動 計６回 延べ２５８人参加

８）社協内三老人センター連携による交流会

参加者数開催日 開催場所 事 業 名 内 容

５／29 ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 陶芸教室 三老人ｾﾝﾀｰ利用者が陶芸を通じて、 ３人高齢者
親睦、交流を深める。

7／14 ｾﾝﾀｰ 折り紙教室 三老人ｾﾝﾀｰ利用者が折り紙を通じて １０人五条老人
親睦、交流を深める。

10／ 6 ｾﾝﾀｰ 三老人ｾﾝﾀｰ利用者が健康体操を通じ 延べ高井田老人 らくらく健康体操
２０ て親睦、交流を深める 。 9人

計 ２２人

９）実習生の受け入れ

・小阪病院看護専門学校生 平成２１年１月１９日～３月１２日までの間 １２名

１０）近隣中学校の「職場体験学習」等の受け入れ

・「職場体験学習」

平成２０年５月２１日（水）～２３日（金） 縄手北中学校 ２年生 ３名

・「仕事の聞きとり学習」

平成２１年２月１８日（水） 縄手北中学校 １年生 ５名

１１）縄手北・枚岡中学校区いきいきネット相談支援センター事業（CSW配置事業） 詳細は別掲
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（高井田老人センタ－）３．

平成2０年度に当センターを利用した高齢者の総数は４６，６９２人で、この１年間に新規に利

用券を発行した人数は１４２人である。

利用者数を月平均すると３，８９１人で１日平均は158人である。

年間利用者数（開館日数 ２９４日） （単位：人）

男 女 団体利用者 合計

年 間 26,505 １5,840 4,347 46,692

一日平均 90 54 14 158

１）情報提供

情報サービス・啓発事業

・情報の提供

市民や利用者にセンター事業や高齢者福祉等に関する情報を提供するために、市政だよりや

社協機関紙等を活用するとともに、機関紙｢高井田老人センター｣を月刊で発行した。

また、関係機関等のチラシやポスタ－等の資料の配布や掲示を行うなど、情報の提供を行った。

２）教養講座・レクリエーション事業

高齢者が豊かにいきいきと過ごせるように教養講座や を行った。レクリエーション事業

①教養講座

参加者数（延べ）曜 日 事 業 名 内 容

第1･3月曜 編物同好会 168人センター利用者による
毛糸でベストづくり実施数18回

第1･3火曜 おりにふれて（折り紙） 269人センター利用者による
折り紙でつくる干支・鶴づくり実施数19回

第2･4水曜 土筆会（書道） 517人センター利用者による
書道の作品づくり実施数21回

第2･4水曜 水墨画同好会 289人センター利用者による
墨絵づくり実施数19回

第2･4木曜 ポリマークレイ同好会 187人センター利用者による
粘土のアクセサリーづくり実施数21回

不 定 期 フローラ (ｱｰﾄﾌﾗﾜｰ) 97人センター利用者による
アートフラワーづくり実施数11回

第1木曜 茶道講習会 37人視覚障がい者による
茶道講習会実施数 8回

月 日 事 業 名 内 容 参加者数

７ １ パソコン教室 暑中見舞いハガキづくり ７人
(市民福祉活動ｾﾝﾀｰ共催) 指導：ﾊﾟｿｺﾝﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･ﾏｳｽの会

１１ １８ パソコン教室 年賀ハガキづくり ５人
(市民福祉活動ｾﾝﾀｰ共催) 指導：ﾊﾟｿｺﾝﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･ﾏｳｽの会

②レクリエーション事業

月 日 事 業 名 内 容 参加者数

６ ４ バンパー大会 トーナメント方式よるバンパー大会 1７人

9 ２９ 敬老大会 クラブ有志による演芸披露 138人
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ｢南十字星｣によるﾌﾗﾀﾞﾝｽ
の披露

１０ ２９ 卓球大会 トーナメント方式による卓球大会 16人
２９ トーナメント方式によるﾗｰｼﾞﾎﾞｰﾙ大会 15人ラージボール大会

１ ２９ ふれあい卓球ひろば 卓球・ラージボールを通じて利用者間と 28人
３０ の親睦・交流深める 29人ふれあいﾗｰｼﾞﾎﾞｰﾙひろば
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高齢者生きがい教室（クラブ活動）３）

高齢者の生涯教育の一環として、生きがいづくりや人と人との交流に重点をおいた生きがい教

室を実施し、利用者のニーズにあったクラブ運営を行った。

クラブ活動状況

講 師 名 会員数 実 施 日 実 施 延べ ( )人
クラブ名

代 表 者 名 ( ) 週 曜日 時 間 回 数 出席者数人

華 道 15 第2･4 火 13:30-15:00 19 231祥鶴庵 松島 愛圃

詩 吟 植 田 豊 鳩 24 第1･3 火 13:00-15:00 22 371

水 彩 画 平 河 登 與 30 第1･3 火 13:00-15:00 19 323

茶 道 辻 元 宗 久 20 第2･4 水 13:00-15:00 19 292

書 道 今 岡 節 子 43 第2･4 木 13:00-15:00 19 309

手 芸 坂 口 冨 子 24 第2･4 木 13:00-15:00 20 291

新 舞 踊 山 村 若温子 13 第1･3 金 13:00-15:00 21 207

民 謡 梅 若 朝由記 51 第2･4 金 13:00-15:00 18 615

歌 体 操 村 田 光 江 54 第1･3 水 10:00-11:30

歌 体 操 村 田 光 江 54 第1･3 金 10:00-11:30 53 1,877

歌 体 操 村 田 光 江 50 第2･4 月 10:00-11:30

風 間 愛 子 9 第 2 金 13:00-15:00 10 83ﾌﾟﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾗﾜｰ

俳 句 鈴 木 火 外 24 第 2 月 13:00-16:00 12 226

謡 曲 佐 伯 ヒデ子 18 第2･4 火 12:00-16:00 21 245

カ ラ オ ケ 末 金 昭 助 25 第1･3 土 12:00-16:00 19 357

ダ ン ス 木 野 一 馬 25 第1･3 木 13:00-16:00 21 219

絵 手 紙 奥 田 佐江子 46 第2･4 水 13:30-15:00 27 295

写 真 川 上 敬 二 19 第 1 水 13:30-15:00 12 87

大 正 琴 野 村 睦 子 12 第2･4 土 13:00-15:00 27 179

計 556 359 6,207

４） 交流事業地域

高齢者生きがい教室（クラブ活動）の発表会など施設を開放し、利用者や地域との交流及び世
代間交流を図り実施した。

月 日 事 業 名 内 容 参加者数

１１ ２０ 福祉施設交流会 介護付有料老人ホーム緑風館の利用者と 48人
ふれあい茶会 茶道クラブによる交流会

1,635人２ ２３ クラブ活動発表会 高齢者生きがい教室（クラブ活動）の
２5 日頃の成果を発表
２６ （舞台発表・作品展示・茶席）

３ ３０ 世代交流事業 上小阪小学校茶道同好会と茶道クラブに 29人
ふれあい茶会 よる世代間交流会
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５）各種相談事業

日常生活の心配事や悩み、健康等に関する相談事業を実施

相談別 相談員 相談日 相 談 件 数

内 容 計

生活相談 高井田老人 随 時 相談受付なし ０

ｾﾝﾀｰ館長

仕事相談 高井田老人 随 時 相談受付なし ０

ｾﾝﾀｰ館長

健康相談 看護師 第３水曜日 高齢者の健康上の悩みに 31

上村 ﾅﾐｴ 氏 １３：３０ ついて個別指導を実施

早崎葉子 氏 ～１５：３０

６）介護予防・健康づくり推進事業

高齢者が健康で自分らしい生活を送れるように、日常生活動作指導などの各種健康体操教室

や利用者が気軽に参加できる「みんなの体操ひろば」を介護予防活動ボランティア養成講座修

了者・ボランティアグループ「サボテン」の協力のもとに開催した。

①介護予防事業

介護予防活動ボランティアリーダー・ボランティアグループ「サボテン」による転倒予防体

操等の介護予防や健康づくり体操の普及活動を実施

・「みんなの体操ひろば」 毎月第３水曜日 １３：００～１４：５０

（一部）準備体操「ラジオ体操第１」

ビデオ「転倒予防トレーニング」高齢者が椅子に座ってできる体操

（二部）レクリエーション・講話など

※一部は毎回固定で実施、二部は毎回内容をかえて実施。

参加者月 日 内 容 講 師 ﾘｰﾀﾞｰ･

レクリエーション 14人・33人４/16 ボランティアグループ「サボテン」
脚のﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ｹﾞｰﾑ､手話ｺｰﾗｽ等

レクリエーション 14人・44人5/21 ボランティアグループ「サボテン」
脚のﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ(新聞紙)､ｹﾞｰﾑ等

12人・41人6/18 講話「認知症を予防しましょう」 いきいきネット相談支援センター
ｺﾐｭﾆﾃｨｰｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ

レクリエーション 14人・47人7/16 ボランティアグループ「サボテン」
すわろびくす､ｹﾞｰﾑ､手話ｺｰﾗｽ等

レクリエーション 13人・30人8/20 ボランティアグループ「サボテン」
伝言ｹﾞｰﾑ､手話ｺｰﾗｽ等

15人・43人9/17 講話「口腔機能の向上について」 歯科衛生士

レクリエーション 11人・38人10/15 ボランティアグループ「サボテン」
ぼけない･ぼけます小唄､ｹﾞｰﾑ等

10人・40人11/19 講話「食生活栄養改善について」 西保健センター 栄養士

レクリエーション 18人・49人12/17 ボランティアグループ「サボテン」
脚のﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ(新聞紙)､手話ｺｰﾗｽ等

レクリエーション 12人・30人1/21 ボランティアグループ「サボテン」
脚のﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ(風船けり)､唱歌等

レクリエーション 14人・41人2/18 ボランティアグループ「サボテン」
二人組ｼﾞｬﾝｹﾝ､四季の歌､ｺｰﾗｽ等

レクリエーション 16人・36人3/18 ボランティアグループ「サボテン」
すわろびくす､ｹﾞｰﾑ､手話ｺｰﾗｽ等



- 34 -

②健康づくり事業

高齢者の健康づくりを中心に健康の維持・機能などの指導を実施し、高齢者の自立した生活

を支援した。

月 日 事 業 名 内 容 参加者数

（延べ）５ １５ 健康体操教室（計３回） 椅子に座ってのストレッチ体操で肩こり
６ １９ や腰痛などを予防する
７ １７ 指導：高齢者ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ理学療法士 ８6人

９ ３ 健康のつどい 馴染みの演歌に合わせて体を動かす高齢 43人
うたビクス 者向けのエアロビクス

③趣味の充実のために卓球、ラージボール、バンパー、囲碁・将棋等ニーズにあった趣味を通じ

て交流を図り心身の健康の増進に努めた。

７）シルバーボランティアセンター事業の推進（人材養成推進事業）

高齢者のボランティア活動の育成推進と拡充を図り、地域活動への参加を行った。

①ボランティアグループの他、近隣の老人クラブなど地域との交流を図り活動の場所を提供

3回 60人 11回 168人若竹会 おりひめ会1 1
8回 160人 17回 261人SA生きがい教室 折り紙1

11回 129人 3回 87人SA東大阪 老人クラブ 1 1
10回 90人 6回 40人ハートの会 その他3グループ1 1 1

計 169回 995人

②転倒予防体操の普及等、介護予防活動を推進するボランティアグループ「サボテン」の育成

の講座と活動の支援、交流会を実施。

・介護予防活動ボランティアリーダー１期生と２期生との交流会

日 時：平成２０年 ４月１２日（土）１０：００～１１：３０

講 師：日本介護予防指導者協会 仲原 成岳 氏

修了者：２２人

・第２回介護予防活動ボランティア養成講座「効果測定」

日 時：平成２０年 ７月１２日（土）１０：００～１１：３０

講 師：日本介護予防指導者協会 仲原 成岳 氏・三宅 基子 氏

修了者：１５人

・介護予防活動ボランティア 修了生のスキルアップ講座（１期・２期生修了生）養成講座

日 時：平成２０年１２月 ４日（木）１０：００～１２：００

講 師：日本介護予防指導者協会 重信 直人 氏

参加者：１６人

８）社協内三老人センター交流事業

月 日 事 業 名 内 容 参加者数

５ ２９ 陶芸教室 三老人センター利用者が陶芸を通じて、 ４人
（高齢者ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ） 親睦交流を深める。

７ １４ 折り紙教室 三老人センター利用者が折り紙を通じ ４人
（五条老人ｾﾝﾀｰ） て、親睦交流を深める。

（延べ）１０ ６ らくらく健康体操 三老人センター利用者が体操を通じて、
２０ （高井田老人ｾﾝﾀｰ） 親睦交流を深める。 2４人

９）実習生の受け入れ

小阪病院看護専門学校生 平成２１年１月１３日～３月５日までの間 １４人

１０）新喜多・長栄中学校区いきいきネット相談支援センター事業（ＣＳＷ配置事業） 詳細は別掲
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(ＣＳＷ配置事業）Ⅵ いきいきネット相談支援センター事業の推進Ⅵ いきいきネット相談支援センター事業の推進Ⅵ いきいきネット相談支援センター事業の推進Ⅵ いきいきネット相談支援センター事業の推進．

いきいきネット相談支援センターにコミュニティソーシャルワーカー（CSW）が配置され、

４年が経過した。

今年度においては、来年度見直しされる、東大阪市の「第３期地域福祉計画」並びに、社協の

「新・地域福祉活動計画」の策定に向けて、市内７ヵ所のリージョンセンターで開催された「地

域懇談会」で各ＣＳＷが地域住民と同じテーブルにつき、ワークショップ形式で活発な意見交換

をおこなった。

また、縄手北、意岐部、長栄中学校区の地域教育協議会主催の「フェスタ」にも参加し、ＣＳ

ＷのＰＲ、啓発をおこない、教育と福祉との分野横断的な連携を図った。

さらに、ＣＳＷの連携強化やスキルアップを図るために、事例検討会、他市ＣＳＷとの交流や

情報交換を推進し、この事業のスーパーバイザーの指導助言のもと、地域の福祉力を高めること

た。に努めるとともにセーフティネットの構築をより一層強化し

主な内容については以下のとおり

１）いきいきネット相談支援センターＣＳＷ（コミュニティソーシャルワーカー）活動報告書の作成

２）相談業務の資料の収集、作成と提供

３）各関係機関との連携

・校区福祉委員会連絡会

・民生委員児童委員協議会連合会

・社会貢献支援員

・青年会議所（ＪＣ）

・市内の中学校

・福祉事務所、保健センター等

４）広報啓発

・機関紙 「社協ひがしおおさか」 ４／１５日号に掲載

・機関紙 「社協ひがしおおさか」１０／ １日号に掲載

・各リージョンセンター企画運営委員会発行の広報紙に掲載

・各リージョンセンターでの「福祉の出張相談コーナー」のチラシ作成

５）社協内ＣＳＷ担当者会議の開催（場所：高齢者サービスセンター等、開催回数：１２回）

・ＣＳＷ連絡会議の案件整理、情報収集・提供、連絡調整等

６）東大阪市ＣＳＷ（コミュニティソーシャルワーカー）連絡会の開催

情報交換と連携を密にするため、連絡会を毎月開催し、相談事例報告などを行った。

また、大阪教育大学の新﨑准教授を助言者として招き、具体的な相談援助の方法や関係機関

の連携について学んだ。

※開 催 日･････毎月第２木曜日

※開催場所･････東大阪市役所 会議室

※出 席 者･････市健康福祉局福祉部健康福祉企画課、社協事務局、１３ヵ所のＣＳＷ

回 数 開 催 日 内 容

・ＣＳＷ配置施設の施設長とＣＳＷの紹介
1 ・新 崎 先 生 よ り 「 Ｃ Ｓ Ｗ の 役 割 と 期 待 」 に つ い て4月 10日 (木 )

・ 各 い き い き ネ ッ ト 相 談 支 援 セ ン タ ー の 動 き に つ い て
・平 成 １ ９ 年 度 活 動 報 告 書 の 作 成 に つ い て
・いきいきネット相談支援センターの主な動きについて

2 ・平成18年度CSW活動報告書の 配 布 に つ い て5月 14日 (水 )
・ 各 リ ー ジ ョ ン セ ン タ ー 出 張 相 談 コ ー ナ ー の 状 況 に つ い て
・ 地 域 福 祉 計 画 に つ い て フ リ ー ト ー ク
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回 数 開 催 日 内 容

・いきいきネット相談支援センターの主な動きについて
3 ・各 リ ー ジ ョ ン セ ン タ ー 出 張 相 談 コ ー ナ ー の 状 況 に つ い て6月 12日 (木 )

・ Ｃ Ｓ Ｗ パ ン フ レ ッ ト の 作 成 に つ い て
・ 地 域 福 祉 計 画 の 策 定 に か か る 地 域 懇 談 会 に つ い て
・ 堺 市 視 察 研 修 の 報 告 に つ い て
・いきいきネット相談支援センターの主な動きについて

4 ・各 リ ー ジ ョ ン セ ン タ ー 出張相談コーナーの状況について7月 10日 (火 )
・地 域 福 祉 計 画 の 策 定 に か か る 地 域 懇 談 会 に つ い て
・いきいきネット相談支援センターの主な動きについて

5 ・各 リ ー ジ ョ ン セ ン タ ー 出 張 相 談 コ ー ナ ー の 状 況 に つ い て9月 11日 (木 )
・地 域 教 育 協 議 会 と の 連 携 に つ い て
・ 地 域 福 祉 計 画 の 策 定 に か か る 地 域 懇 談 会 参 加 の 報 告
・いきいきネット相談支援センターの主な動きについて

6 ・地域包 括 支 援 セ ン タ ー と の 意 見 交 換 会 に つ い て10月 9日 (木 )
・各リージョンセンター出張相談コーナーの状況について
・いきいきネット相談支援センターの主な動きについて

7 ・地 域 教 育 協 議 会 主 催 の フ ェ ス タ 参 加 の 報 告 に つ い て11月 12日 (水 )
・泉 州 ブ ロ ッ ク 研 修 会 、 ボ ラ ン テ ィ ア 研 究 集 会 の 報 告
・いきいきネット相談支援センターの主な動きについて

8 ・各リージョンセンター出張相談コーナーの状況について12月 11日 (木 )
・平成２０年度活動報告書作成について
・東大阪市第 3期 地 域 福 祉 計 画 （ 素 案 ） に つ い て
・東大阪市第 3期 地 域 福 祉 計 画 （ 素 案 ） に つ い て

9 ・平成２０年度CSW活動報告書作成の進捗状況について1月 15日 (木 )
・いきいきネット相談支援センターの主な動きについて

10 ・東大阪市第 3期 地 域 福 祉 計 画 （ 素 案 ） に つ い て2月 13日 (金 )
・平成２０年度CSW活動報告書作成の進捗状況について
・いきいきネット相談支援センターの主な動きについて

11 ・市 政 だ よ り 、 社 協 ひ が し お お さ か へ の Ｃ Ｓ Ｗ 事 業 掲 載 報 告3月 11日 (水 )
・平成２０年度CSW活動報告書作成の進捗状況について

７）ＣＳＷ連携会の開催（計１２回）

ＣＳＷ間の連絡調整及び他市への情報交換・交流会の日程調整等

４月４日、５月９日、６月５日、７月４日、８月６日、９月４日

１０月３日、１１月７日、１２月４日、１月１３日、２月５日、３月９日

８）各リージョンセンター（市民プラザ）での「福祉の出張相談コーナー」の実施

9）東大阪市生きがい・健康づくり推進事業への参加、協力

みんなで取り組む健康づくり！

日 時：平成２１年２月１５日（日）１４：００～１５：４５

場 所：布施駅前リージョンセンター 夢広場 多目的ホール

内 容：①あなた自身や周囲のひとの健康について（西保健センター）

②いきいきネット相談支援センターの紹介

③音楽宅急便「さら」による楽器演奏とプチミュージカル

参加人数：約９０名

10）主な各種研修会への参加

・東大阪市高齢者地域ケア会議（地域別会議）への参加 （参加回数：17回）

・その他の主な研修会参加については以下のとおり

日 時 研 修 会 名 場 所

6月 19日 （ 木 ） 大 阪 府 立 女 性 総 合 セ ン タ ー地 福 祉 推 進 セ ミ ナ ー

10月 23日 （ 木 ） 大 阪 府 CSW現 任 研 修 大 阪 社 会 福 祉 指 導 セ ン タ ー

11月 10日 （ 月 ） 泉 州 ブ ロ ッ ク Ｃ Ｓ Ｗ 研 修 熊 取 町 ふ れ あ い セ ン タ ー

3月 2日 （ 月 ） 福 祉 と 共 生 の ま ち づ く り フ ォ ー ラ ム 大 阪 社 会 福 祉 指 導 セ ン タ ー

交 野 市 立 保 健 福 祉 総 合 セ ン タ ー3月 6日 （ 金 ） 情 熱 か ら 始 ま る 地 域 福 祉

3月 23日 （ 月 ） 大 阪 府 CSW連 絡 協 議 会 薬 業 年 金 会 館

3月 28日 （ 土 ） 大 阪 府 社 会 福 祉 協 議 会 ト ッ プ セ ミ ナ ー ホ テ ル 大 阪 ベ イ タ ワ ー
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１1）ＣＳＷ配置事業の情報交換

日 時 内 容

６ 月 12日 （ 木 ） 大 東 市 CSWと の 情 報 交 換

６ 月 26日 （ 月 ） 消 費 生 活 セ ン タ ー と の 情 報 交 換

７ 月 10日 （ 火 ） 社 会 貢 献 支 援 員 と の 情 報 交 換

東 京 都 豊 島 区 及 び 社 協 、 堺 市 、 堺 市 社 協 と の 情 報 交 換９ 月 11日 （ 木 ）

１2）担当中学校区の主な動き

･･･････五条老人センターに設置縄手北・枚岡中学校区いきいきネット相談支援センター縄手北・枚岡中学校区いきいきネット相談支援センター縄手北・枚岡中学校区いきいきネット相談支援センター縄手北・枚岡中学校区いきいきネット相談支援センター

相談件数：延べ相談回数８２２回 （高齢者５６件、障がい者３件、その他１件）

○主な相談事例

・精神疾患の疑いがある方への見守り支援

・高齢者虐待の疑いがある方への緊急支援

・難病高齢者の医療面、生活面への支援

○担当中学校区における会議等への出席や訪問活動

・校区民生委員児童委員会（縄手北、縄手東、枚岡東、枚岡西） ・高齢者地域別会議

・縄手北校区福祉委員会いきいきサロン「ふれあいの集い」

・四条リージョンセンター企画運営委員会

・縄手北中学校区地域教育協議会「縄北ふれあいフェスタ」

・地元の病院、施設、事業所 ・地域懇談会 ・福祉事務所、保健センター等

○その他

・クラブ活動発表会で、いきいきネット相談支援センター「福祉なんでも相談コーナー」を実施

・四条リージョンセンター「やまなみ祭り」にてCSW業務や出張相談コーナーの広報啓発

・地域包括支援センタ－と連携した相談活動

・他のＣＳＷ配置施設との情報交換や情報提供、相談のつなぎ等

・個別支援ボランティアグループ「あじさいの会」結成の支援とボランティアコーディネートを行う

･･･････高齢者サービスセンターに設置盾津・池島中学校区いきいきネット相談支援センター盾津・池島中学校区いきいきネット相談支援センター盾津・池島中学校区いきいきネット相談支援センター盾津・池島中学校区いきいきネット相談支援センター

相談件数：延べ相談回数７１３回 （高齢者４９件、障がい者１件、その他１７件）

○主な相談事例

・妻の介護に対する夫の介護軽減 ・ネグレクト状態におかれている高齢者への支援

・知的障がいのある方への生活支援及び就職支援（障害児者相談センターとの連携、協力）

・ホームレスの社会復帰及び生活困窮者へのサポート（社会貢献支援員との連携、協力）

○担当中学校区と隣接中学校区における会議等への出席や訪問活動

・校区民生委員児童委員会（池島､鴻池東、成和、弥栄） ・高齢者地域別会議

・弥栄校区福祉委員会「総会」 ・鴻池東校区子育てサロン「ゲンキッズ」

・青年会議所（ＪＣ） ・地域懇談会 ・福祉事務所、保健センター等

○その他

・意岐部中学校区地域教育協議会主催の意岐部フェスタにて「福祉の相談コーナー」を実施

・弥生祭において、いきいきネット相談支援センタ－「福祉なんでも相談コ－ナ－」を実施

・地域包括支援センタ－と連携した相談活動

・他のＣＳＷ配置施設との情報交換や情報提供、相談のつなぎ等
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･･･････楠根デイサービスセンターに設置楠根・高井田中学校区いきいきネット相談支援センター楠根・高井田中学校区いきいきネット相談支援センター楠根・高井田中学校区いきいきネット相談支援センター楠根・高井田中学校区いきいきネット相談支援センター

相談件数：延べ相談回数７８１回 （高齢者３３件、障がい者３件、その他１１件）

○主な相談事例

・年金が少ないひとり暮らしの病弱な高齢者への生活支援

・ひとり暮らしの弱視の高齢者を介護保険制度につなぐ

・生活困窮している５０代の失業者への支援（社会貢献支援員と連携）

・家族から虐待されている高齢者への支援（行政、各関係機関と連携）

○担当中学校区と隣接中学校区における会議等の出席や訪問活動

・校区民生委員児童委員会（高井田西、森河内、楠根、楠根東）

・敬老大会（楠根）・楠根リージョンセンター企画運営委員会・高齢者地域別会議

・福祉事務所、保健センター、保育園、居宅介護事業所、地域懇談会

○その他

・楠根リージョンセンター「ももの広場 １０周年まつり」にて福祉相談コーナーの開設

・他のＣＳＷ配置施設との情報交換や情報提供、相談のつなぎ等

･･･････高井田老人センターに設置新喜多・長栄中学校区いきいきネット相談支援センター新喜多・長栄中学校区いきいきネット相談支援センター新喜多・長栄中学校区いきいきネット相談支援センター新喜多・長栄中学校区いきいきネット相談支援センター

相談件数：延べ相談回数1360回（高齢者101件、障がい者13件、その他21件）

○主な相談事例

・交通事故で入院、退院後の在宅に向けての福祉サービス利用への支援

・病気で就労困難、生活困窮のため生活・医療面の支援

・ひとり暮らしで認知症高齢者の生活面への支援（包括支援センターと連携）

・就労困難（５０歳代）で生活困窮となり、社会貢献支援員と連携し緊急支援

○担当中学校区と隣接中学校区における会議等への出席や訪問活動

・校区民生委員児童委員会（高井田東、長堂、楠根南、菱屋西、森河内、高井田西）

・校区福祉委員会（高井田東、長堂） ・敬老大会（高井田東、長堂） ・地域懇談会

・長栄中学校区地域教育協議会 ・高齢者地域別会議 ・東大阪市地域婦人団体協議会

・長栄校区第4自治会役員会 ・高井田東老人クラブ ・長堂女性の会

・近江堂リージョンセンター企画運営委員会 ・施設、事業所 ・福祉事務所、保健センター等

○その他

・クラブ活動発表会で、いきいきネット相談支援センター「福祉なんでも相談コーナー」を実施

・各関係機関と連携した相談活動

・地域包括支援センタ－と連携した相談活動

・他のＣＳＷ配置施設との情報交換や情報提供、相談のつなぎ等
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デイサービス事業デイサービス事業デイサービス事業デイサービス事業Ⅶ．Ⅶ．Ⅶ．Ⅶ．

（高齢者サービスセンター・デイサ－ビス）１．
今年度も引き続き、利用者の拡大をめざすとともに、市民に利用してもらえるようアットホームな

施設として、家族の介護の軽減と利用者の生きがいを大切にすることをモット－に、基本事業である

日常生活上の入浴や食事等の世話や日常動作訓練、季節感を取り入れたレクリエーションメニューを

工夫し行った。

特に、看護師等による介護予防サービス事業の選択的メニューである「運動器の機能向上」に取り

組む等、通所介護サービスの質の向上に努めた。

１．利用状況

１）登録状況（平成２１年３月末現在） ３８名

２）介護度別利用者数（平成２１年３月末現在）

区分 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合 計

人数 ６ １２ ４ １１ ３ １ １ ３８人

３）月別延べ利用人数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合 計

延べ 280 260 234 265 229 248 256 232 260 250 243 276 3,033

利用人数 人

２．主な年間事業内容等

・ぬり絵や和紙を使ったちぎり絵などで、月間テーマに沿った毎月の手作りカレンダーの作成

・デイルーム入り口の壁面を使って、利用者による壁画づくり

・看護師等の指導による「運動器の機能向上」の実施

・各種ゲームと定期的なカラオケの実施

・ボランティアの協力による定期的なレクリエーション活動（折り紙、民謡、歌体操等）の実施

月 レクリエーション活動及び手作り品製作活動 看護師等による機能訓練

運動器の機能向上４ 月 花祭り 鯉のぼりの制作

５ 月 端午の節句会 壁画づくり 〃

６ 月 あじさい祭り 七夕飾りづくり 〃

７ 月 七夕祭り うちわづくり 〃

８ 月 夏祭り 盆踊り大会 〃

９ 月 敬老会 ぶどう作り 〃

１０月 運動会 ゲーム遊び 〃

１１月 紅葉祭り クリスマスリースづくり 〃

１２月 クリスマス会 お正月飾りづくり 〃

１ 月 お茶会・ししまい ゲーム遊び 〃

２ 月 節分 鬼あてゲーム 〃

３ 月 雛祭り・弥生祭り参加 ゲーム遊び 〃

３．実習生の受け入れ

・大阪府立たまがわ高等支援学校生の実習受け入れ（４名）

・小阪看護専門学校生の実習受け入れ（１５名）
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（楠根デイサ－ビスセンター）２．
指定管理者制度下での運営３年目となった本年、引き続き指定管理者の指定を受ける事を目標とし

より充実したサ－ビスを目指し、利用者の意向にそったサ－ビス提供が出来る施設として運営を行っ

た。具体的には、利用者が可能な限りその居宅において自立した日常生活を営むことができるよう、

また介護予防の観点からも心身の機能維持、そして家族の介護の軽減を図るため日常生活上の世話及

び機能訓練等の介護(介護予防)サービスの提供に努めてきた。

また、センタ－内にいきいきネット相談支援センタ－(CSW)が本年度より設置された。

１．利用状況

1)登録状況(平成２１年３月末現在) ３３ 名

2)月別延べ利用人数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合 計

延べ利用人数 3251人326 329 280 285 273 254 270 240 269 248 231 246

3)介護度別利用者数(平成２１年３月末現在)

区分 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合 計

人数 ４ ４ ５ ７ ８ ５ ０ ３３人

２．主な年間行事等

月 主な年間行事（レクリエーション活動等）

４ 月 桜 祭 り 昼食後の介護員による音楽体操
カラオケ･カレンダ－作成

５ 月 昼食後の介護員による音楽体操ゲ － ム
カラオケ･カレンダ－作成館内さつき展示会見学

６ 月 七 夕 飾 り 作 成 昼食後の介護員による音楽体操
ゲ － ム カラオケ カレンダ－作成

７ 月 七夕祭り･短冊作り 昼食後の介護員による音楽体操
カラオケ カレンダ－作成

８ 月 玉串保育園保育士に パラバル－ンｹﾞ-ﾑ・エプロンシアタ－
よるﾚｸﾘｴ-ｼｮﾝ 昼食後の介護員による音楽体操

カラオケ･カレンダ－作成

９ 月 ゲ － ム 昼食後の介護員による音楽体操
(ストラックアウト) カラオケ･カレンダ－作成

１０月 運 動 会 昼食後の介護員による音楽体操
玉串保育園･園児との カラオケ･カレンダ－作成
世代間交流事業

１１月 干支の色紙つくり 昼食後の介護員による音楽体操
カラオケ･カレンダ－作成

１２月 ク リ ス マ ス 会 昼食後の介護員による音楽体操
カラオケ･カレンダ－作成･色紙作成

１ 月 お 茶 会 昼食後の介護員による音楽体操
カラオケ･カレンダ－作成･鬼の面作成

２ 月 楠 根 デ イ 祭 り 昼食後の介護員による音楽体操
大阪音大生による カラオケ･(昼食バイキング実施)
レクリエーション カレンダ－作成

３ 月 玉串保育園保育士に 昼食後の介護員による音楽体操
よるﾚｸﾘｴ-ｼｮﾝ カラオケ･カレンダ－作成

．玉串保育園との交流３

昨年度に続き、玉串保育園・保育士並びに園児との楠根ﾃﾞｲｻ-ﾋﾞｽｾﾝﾀ-施設内でのレクリエーシ

による交流(３回)をはかった。(８月･１０月･３月実施)ョン

４．現役･大阪音楽大学生による歌･演奏会の実施。(２月実施)
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）Ⅷ．稲田鷺島住宅ｼﾙﾊﾞ-ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ事業Ⅷ．稲田鷺島住宅ｼﾙﾊﾞ-ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ事業Ⅷ．稲田鷺島住宅ｼﾙﾊﾞ-ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ事業Ⅷ．稲田鷺島住宅ｼﾙﾊﾞ-ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ事業（高齢者世話付住宅生活援助員派遣事業
住み慣れた地域社会で自立して、快適な生活が営めるように毎朝一番に安否確認をするとともに

生活相談、助言、一時的な家事援助、緊急時の対応などの支援を行ってきた。さらには介護予防の

面から、毎月、ﾎﾞﾗﾝﾃｲｱの協力を得て健康体操の取り組みを行った。

入居者同士のコミュニケーションを図るためのお茶会を開催した。

関係機関との協力を得て、入居者に対する情報提供や知識の向上をはかった。

利用状況（平成20年４月～平成２1年３月）

平成20年度 生活援助員派遣事業実施状況表

① 生活相談 ② 関係機関との連絡調整 ③ 一時的な家事援助

生 身 仕 そ 小 警 介 高 住 民 そ 小 通 買 食 掃 そ 小

活 の 事 の 計 備 護 齢 宅 生 の 計 院 い 事 除 の 計

上 上 の 他 会 保 者 政 委 他 介 物 の の 他

の 相 相 社 険 福 策 員 助 代 世 代

相 談 談 祉 課 行 話 行

月別 談 他 課

4 143 10 0 103 256 1 0 0 0 0 32 33 0 0 0 0 26 26

5 129 7 0 77 213 0 2 0 1 0 34 37 0 0 0 0 26 26

6 149 13 0 56 218 0 0 0 1 0 15 16 0 0 0 0 31 31

7 104 8 0 47 159 1 0 0 0 0 15 16 0 0 0 0 27 27

8 92 13 0 50 155 0 0 0 0 0 13 13 0 1 0 0 27 28

9 101 11 0 44 156 0 0 0 2 0 14 16 0 0 0 0 23 23

10 91 10 0 53 154 0 0 0 1 0 17 18 0 1 0 0 29 30

11 57 2 0 34 93 0 0 0 0 0 8 8 0 0 0 1 22 23

12 63 0 0 37 100 1 0 3 1 0 16 21 0 0 0 0 17 17

1 72 2 0 30 104 0 0 0 1 0 19 20 0 1 0 0 28 29

2 84 0 0 25 109 3 0 0 4 0 16 23 0 0 0 0 36 36

3 133 1 0 22 156 2 0 0 4 0 21 27 1 0 0 0 34 35

合計 1218 77 0 578 1873 8 2 3 15 0 220 248 1 3 0 1 326 331

④ 緊急時の対応 ⑤その他 合 計 団らん室の利用状況

緊 救 病 急 そ 小 団 安 利 コ 利

急 急 院 病 の 計 ら 否 用 │ 用

通 車 へ へ 他 ん 訪 回 ル 内

報 要 の の 室 問 数 応 容

請 連 世 利 答

絡 話 用 な

月別 し

4 0 0 0 0 0 0 179 51 545 68 雑談･相談等

5 0 0 0 0 0 0 166 31 473 62 〃

6 0 0 0 0 0 0 195 54 514 76 〃

7 0 0 0 0 1 1 143 46 392 66 〃

8 0 0 0 0 0 0 126 48 370 69 〃

9 0 0 0 0 1 1 135 47 378 76 〃

10 0 0 0 0 0 0 159 61 422 95 〃

11 0 0 0 0 0 0 112 43 279 54 〃

入院３名12 0 0 0 0 2 2 85 58 283 93 〃

入院３名1 0 0 0 0 0 0 97 39 289 101 〃

入院３名2 0 0 0 0 1 1 128 62 359 113 〃

3 2 0 0 0 3 5 180 114 517 103 〃退室１名入院１名

合計 2 0 0 0 8 10 1705 654 4821 976
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（受託事業・介護保険事業・指定障害福祉サービス事業）Ⅸ．在宅介護推進事業Ⅸ．在宅介護推進事業Ⅸ．在宅介護推進事業Ⅸ．在宅介護推進事業

介護保険法による訪問介護事業は、昨年度同様「介護給付」並びに「介護予防給付」のサービス提供

事業所として、本協議会の２ヵ所のヘルプステーションでサービスを行った。

次に、障害者自立支援法（以下「自立支援法」という。）による指定障害福祉サービス事業も、同じ

く２ヵ所のヘルプステーションで「居宅介護」「重度訪問介護」のサービスを実施し、民間事業所とも

連携をとりながら、相談等も行ってきた。

また、東大阪市の受託事業として「高齢者軽度自立生活援助等事業」と「難病患者等ホームヘルプサ

ービス事業」を実施した。

本年度はサービスの質の向上を図るため、利用者に対してアンケート調査を行い、その結果をまとめ

利用者、非常勤ホームヘルパーに配布し、サービスの向上に努めた。またホームヘルパー及びサービス

提供責任者を対象として、研修を積極的に実施した。

当協議会の居宅介護支援事業では、平成２０年５月末に「社協ケアプランセンター」を閉所し「社協

西ケアプランセンター」の１ヵ所での運営となった。

１．ホームヘルプサービス
１）ヘルパ－数

区 分 ヘルパー数

非常勤ホームヘルパー １３４名

２）利用者数

事 業 別 利用者数

介護保険訪問介護事業 １２４名

介護保険介護予防訪問介護事業 １０６名

指定障害福祉サービス事業 ２０２名

高齢者軽度生活援助・
１０名

難病者等ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟ事業

合 計 ４４２名

３）介護保険利用者区分 ４）指定障害福祉サービス事業利用者区分

区 分 利用者数 区 分 利用者数

要支援１ ５４名 居 宅 介 護 １８０名

要支援２ ５２名 重度訪問介護 ２２名

要介護１ ２９名 合 計 ２０２名

要介護２ ４８名

要介護３ １８名

要介護４ １６名

要介護５ １３名

合 計 ２３０名

５）事業別実働回数・時間

①介護保険

身体介護 生活援助中心 身体・生活 合 計
区 分

回 数 時 間 回 数 時 間 回 数 時 間 回 数 時 間

1,563 1,829:00 7,067 9,626:30 6,927 12,819:30 15,557 24,275:00訪問介護

62 97:00 8,178 11,418:00 8,240 11,515:00介護予防訪問介護
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②指定障害福祉サービス

身体介護 家事援助 通院介助(介有) 通院介助(介無)
区 分

回 数 時 間 回 数 時 間 回 数 時 間 回 数 時 間

4,511 4,837:00 12,055 18,231:00 934 1,824:30 114 149:30居宅介護･重度訪問介護

重度訪問介護 合 計

回 数 時 間 回 数 時 間

4,024 9,559:00 21,638 34,601:00

③高齢者軽度生活援助・難病等ホームヘルプ

介 護 家事援助 合 計
区 分

回 数 時 間 回 数 時 間 回 数 時 間

高齢者･難病者 6 14:30 522 855:30 528 870:00

２．人 材 育 成 等
１）ホームヘルパー研修（ケアマネジャー研修参加を含む）

月 日 研 修 名 場 所 ・ 研 修 内 容 等 人数

４ 12 非常勤ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ研修 （高・西） 93市立市民会館３階大集会室 ・ 新ﾁｰﾑ体制紹介
「利用者への対人援助」

６ 21 非常勤ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ研修 （高） 市立高齢者ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ２階研修室・「ひやり 51
ハット、緊急時、事故発生時の対応について」

1 29 事例検討ホームヘルプ実務研修会 市立総合福祉センター４階会議室 ケース事例 29
0 発表、グループワーク(ロールプレイ形式)

1 27 東大阪福祉用具展示会2008 市役所１階多目的ホール・ 1
1 スキルアップ講座 「住宅環境整備の重要性」

２ 25 非常勤ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ説明会（高） 高齢者ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ２階研修室・社協会議室 34
事業の方向性・利用者ｱﾝｹｰﾄ調査の結果報告他

〃 非常勤ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ説明会（西） 〃 25

28 非常勤ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ説明会（高） 〃 39

〃 非常勤ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ説明会（西） 〃 30

３ 1 労働安全衛生委員会職員研修会 市立高齢者ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ２階研修室・「交通事故 61
9 防止のために｣、「私のできる感染症対策」

※ （高）＝社会福祉協議会 ヘルプステーション

（西）＝社会福祉協議会 西ヘルプステーション

２）同行実習研修実施

№ 同行実習依頼機関 実 施 日 人 数 実 施 課 程

１ 9/1～9/17 ２名 同行実習大阪体育大学・関西福祉科学大学

２ 府立たまがわ高等支援学校 11/21､25､26､27 延べ４名 同行実習

３ 財団法人石神紀念医学研究所 2/19、26 ２名 同行実習

４ 東大阪大学短期大学部 3/11､12､13 ３名 同行実習
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３．居宅介護支援事業（介護保険事業）

要介護・要支援認定調査（新規・更新･変更）回数（東大阪市分） 年間５４回

事業所名： 社協西ｹｱﾌﾟﾗﾝｾﾝﾀｰ ２名ケアマネジャー

要支援、要介護度別サービス提供利用者数(入院・入所者除く)

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合 計

３ ８ １１ １５ １２ ９ ２ ５９

Ⅹ．日常生活自立支援事業Ⅹ．日常生活自立支援事業Ⅹ．日常生活自立支援事業Ⅹ．日常生活自立支援事業

平成２０年度は、専門員・生活支援員を増員し、独立したセクション「日常生活自立支援センター」

として業務の拡大と充実を図った。

その結果、契約を締結しサービスを開始した数は６２件となり、全部で１５４件で、昨年度末１１２

件から４２件の増加となった。一方、死亡、施設入所、親族や成年後見人等の選任による管理などによ

りサービスを終了するケースも20件あった。終了に際しては、利用者の金銭や保管物品を引継ぐ相続人

等の捜索の必要なケースもあった。また、本人、家族、成年後見人等や福祉事務所、病院、保健センタ

ー、作業所、施設、地域包括支援センターやケアマネジャーなどの関係機関からの相談が３８４１件あ

り、うちサービス利用希望の申込が１３８件あった。今後も判断能力の不十分な認知症高齢者、知的障

がい者、精神障がい者等の相談やサービスの利用希望が増えると予想される。平成２１年３月３１日現

在で相談待機者でまだ未折衝のケースが８２件あり、早急な対応がまたれるところである。平成２１年

度においても専門員・生活支援員の増員をおこない相談希望ケースの待機期間短縮にむけて事業を推進

していく。

対象の分類 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １9 20

認知症高齢者等 ３１ ７８ ２６８ ３８４ ５１３ ６６１ １３３３ １５８４ １９５９
相
談 知的障がい者等 １４ ３１ ６９ １５０ ３０１ ２０３ ３６１ ３１６ ３７５
援
助 精神障がい者等 １３ ５３ １１０ ２０３ ３１９ ４００ １０８１ １３４７ １４７０
件
数 その他 ２０ ３７ ２２ ２３ ３０ ４０ １１ ５０ ３７

合計 （件） ７８ １９９ ４６９ ７６０ １１６３ １３０４ ２７８６ ３２９７ ３８４１

認知症高齢者等 ３ ５ １１ １７ ２１ ２５ ３２ ５１ ６７

実 知的障がい者等 ２ ４ ５ ７ １１ １１ １４ １６ １８
利
用 精神障がい者等 ０ ４ ８ １２ １３ １９ ３６ ４５ ６９
者
人 その他 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
数

合計 （件） ５ １３ ２４ ３６ ４５ ５５ ８２ １１２ １５４

サ 認知症高齢者等 ５１ １０３ ２０５ ４５３ ５５４ ６００ ７４７ １０６０ １５６５
｜
ビ 知的障がい者等 ２７ ７７ １２１ ２３５ ３２３ ２８２ ３５６ ４０１ ４２３
ス
訪 精神障がい者等 ０ ５１ １７８ ３２５ ３４９ ４２５ ７８９ １３５７ １９０３
問
回 その他 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
数

合計 （回） ７８ ２３１ ５０４ １０１3 １２２６ １３０７ １８９２ ２８１８ ３８９１
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ⅩⅠ． 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー （ 基 幹 型 ） 事 業ⅩⅠ． 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー （ 基 幹 型 ） 事 業ⅩⅠ． 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー （ 基 幹 型 ） 事 業ⅩⅠ． 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー （ 基 幹 型 ） 事 業

当協議会は２ヵ所の基幹型地域包括支援センターを運営し、高齢者サービスセンターに設置している包括支

援センター角田では未設置エリアを含め３エリアを担当、包括支援センター荒川では２エリアを担当し事業を

実施した。平成２０年度は今までの地域ケア会議（企画運営会議・高齢者虐待防止専門会議・地 域 別 会 議 ・

個 別 支 援 策 検 討 会 議 ） と 地 域 包 括 支 援 セ ンター・在宅介護支援センター会議を継続して開催した。また、「認知

症を知る地域講演会」は、市内小学校区全域での開催を無事終了することができた。

また、今年度の全体研修会は市民向けと介護・福祉関係者向けテーマで２回開催した。新たに地域包括支援センタ

ー・在宅介護支援センター担当職員と医療ソーシャルワーカーとの交流会を２回開催し、高齢者を地域で支えるため

の介護職と医療職との連携に努めた。認知症相談窓口を周知するためのパンフレット「認知症相談窓口のしおり」は

改訂版を作成・配布し、家族、福祉委員、民生委員、自治会役員、老人クラブ、関係機関等が相談できる機関・窓口

が直ぐわかる情報提供に努めた。

１ ． 相 談 件 数

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月 1 月 2 月 3 月 合 計

角 相 談 支 援 3 4 6 3 8 1 4 0 5 4 4 7 4 2 1 4 5 3 5 1 5 4 4 7 5 0 0 4 5 6 5 0 0 3 8 4 5 2 5 5

田 地 域 ｹ ｱ 支 援 個 別 1 0 1 7 3 1 4 2 1 3 2 0 2 0 1 3 6 5 3 5 1 8 5

地 域 ｹ ｱ 支 援 集 団 1 0 0 1 1 0 1 0 2 0 1 1 8

荒 相 談 支 援 1 4 3 1 6 4 5 7 6 5 4 4 4 5 6 4 1 2 4 9 6 4 2 6 5 2 0 4 0 4 3 2 0 3 5 7 4 8 1 8

川 地 域 ｹ ｱ 支 援 個 別 1 8 2 5 1 1 2 0 6 8 6 6 5 9 5 7 1 2 6

地 域 ｹ ｱ 支 援 集 団 1 1 0 1 0 1 0 0 1 1 0 0 6

（地域ケア支援：地域において高齢者の支援に当たっているものや機関、団体およびそのスタッフへの支援）

相 談 者 ・ 相 談 内 容 内 訳

相 談 者 相 談 内 容 ( 重 複 相 談 含 )

相 談 家 ケ マ そ 介 介 護 福 サ 保 家 介 そ本

項 目 ア ネ の 護 祉 健 族 護 の

ー

件 数 族 ジ 他 保 ビ 医 関 予 他人

ャ 険 ス 療 係 防ー

5 2 5 5 2 4 0 3 9 2 8 5 3 0 1 3 9 4 7 6 2 1 3 5 1 6 7 3 8 2 2 4 0 3 8 4 8 6 3 8角 田 内

4 8 1 8 3 1 5 7 2 9 1 5 2 3 8 4 7 9 1 5 4 2 0 1 6 2 3 3 3 5 9 9 3 3 4 9 2 8 1荒 川 訳

全

5 5 6 0 1 2 1 9 1 0 5 3 2 2 4 1 1 6 7 7 5 5 5 3 2 9 7 1 5 8 3 9 7 1 9 7 9 1 9件 1 0 0 7 3

数

食 の 自 立 支 援 事 業 （ 配 食 サ ー 角 田 荒 川 合 計

ビ ス ） 利 用 決 定 に か か る 調 査 ７ ７ 件 ２ ７ 件 1 ０ ４ 件

特 定 高 齢 者 へ の 働 き か け 角 田 荒 川 合 計

（ 介 護 予 防 啓 発 ） 受 付 数 1 3 2 5 4 1 8 6

働 き か け 数 2 5 7 5 4 3 1 1

２ ． 介 護 予 防 支 援 （ 給 付 管 理 数 ）

年 間 合 計4 月 5 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月 1 月 2 月 3 月

5 4 7 5 4 2 5 4 6 5 5 1 5 4 8 5 4 1 5 6 0 5 4 6 5 4 3 5 3 9 4 7 6 4 4 4 6 3 8 3角 田

3 1 1 3 0 2 3 1 1 3 0 9 3 0 4 3 1 0 3 2 2 3 1 6 3 1 4 3 0 7 2 5 1 2 4 1 3 5 9 8自 ﾌ ﾟ ﾗ ﾝ

2 3 6 2 4 0 2 3 5 2 4 2 2 4 4 2 3 1 2 3 8 2 3 0 2 2 9 2 3 2 2 2 5 2 0 3 2 7 8 5他 ﾌ ﾟ ﾗ ﾝ

4 8 3 4 9 4 4 8 8 5 1 0 5 0 3 5 2 0 4 5 4 4 0 4 3 6 9 3 2 9 2 7 2 2 7 1 5 0 9 7荒 川

2 5 5 2 5 5 2 5 0 2 7 4 2 6 8 2 9 3 2 9 5 2 7 1 2 4 5 2 0 3 1 4 3 1 4 5 2 8 9 7自 ﾌ ﾟ ﾗ ﾝ

2 2 8 2 3 9 2 3 8 2 3 6 2 3 5 2 2 7 1 5 9 1 3 3 1 2 4 1 2 6 1 2 9 1 2 6 2 2 0 0他 ﾌ ﾟ ﾗ ﾝ

1 0 3 0 1 0 3 6 1 0 3 4 1 0 6 1 1 0 5 1 1 0 6 1 1 0 1 4 9 5 0 9 1 2 8 6 8 7 4 8 7 1 5 1 1 4 8 0合 計
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３．介護予防教室開催

＜ 角 田 ＞

参 加 数日 程 開 催 場 所 テ ー マ 講 師

１ 5 66 / 1 9 島 之 内 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム H O S 小 阪 フ ィ ッ ト ネ ス ク ラ ブ

健 康 運 動 指 導 士 小 林 亮 介 氏自 治 会 館 予 防 の 運 動

健 康 運 動 実 践 指 導 士 土 井 明 日 香 氏

２ 低 血 糖 の 弊 害 に つ い て 4 18 / 2 1 島 之 内 高 齢 者 サ ー ビ ス セ ン タ ー

自 治 会 館 理 学 療 法 士 藤 井 貴 子

３ 認 知 症 予 防 の 運 動 4 81 1 / 2 0 島 之 内 H O S 小 阪 フ ィ ッ ト ネ ス ク ラ ブ

自 治 会 館 健 康 運 動 指 導 士 小 林 亮 介 氏

４ 脳 の 健 康 の た め の 運 動 4 31 / 1 5 島 之 内 H O S 小 阪 フ ィ ッ ト ネ ス ク ラ ブ

自 治 会 館 健 康 運 動 指 導 士 小 林 亮 介 氏

健 康 運 動 実 践 指 導 士 酒 井 恵 氏

5 簡 単 な 運 動 で 3 63 / 1 9 島 之 内 H O S 小 阪 フ ィ ッ ト ネ ス ク ラ ブ

自 治 会 館 健 康 運 動 指 導 士 小 林 亮 介 氏基 礎 体 力 ア ッ プ

健 康 運 動 実 践 指 導 士 酒 井 恵 氏

４．地域ケア支援開催

＜ 荒 川 ＞

参 加 数日 程 開 催 場 所 テ ー マ 講 師

１ 1 / 2 7 弥 刀 公 民 館 2 1イ ス に 座 っ て 音 楽 に 合 わ せ て H O S 小 阪 フ ィ ッ ト ネ ス ク ラ ブ

健 康 運 動 指 導 士 小 林 亮 介 氏上 下 肢 の 柔 軟 体 操

２ 3 / 2 4 弥 刀 公 民 館 2 8イ ス に 座 っ て 音 楽 に 合 わ せ て H O S 小 阪 フ ィ ッ ト ネ ス ク ラ ブ

健 康 運 動 指 導 士 小 林 亮 介 氏上 下 肢 の 柔 軟 体 操

５．地域包括支援センター・在宅介護支援センター連絡調整会議 １２回

６．地域包括支援センター・在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー 職 員 研 修 会

月 日 場 所 テ ー マ 講 師 参加数

タ 5 57 / 1 7 高齢者サービスセン ー 住 宅 改 修 ・ 住 宅 改 造 の 検 証 活 動 を Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 ふ く て っ く

通 し て 思 う こ と 磯 田 吉 郎 氏

タ 4 47 / 2 4 高齢者サービスセン ー 精 神 保 健 福 祉 相 談 員 と の （ 市 ） 中 保 健 セ ン タ ー

連 携 に つ い て 担 当 者 高 品 扶 美 子 氏

タ 5 58 / 2 0 高齢者サービスセン ー 医 療 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー の 役 割 と 大 阪 医 療 セ ン タ ー

連 携 に つ い て 医 療 相 談 員 松 岡 暖 奈 氏

タ 4 61 0 / 1 6 高齢者サービスセン ー Ｃ Ｓ Ｗ と の 連 携 に つ い て Ｃ Ｓ Ｗ ｽ ｰ ﾊ ﾟ ｰ ﾊ ﾞ ｲ ｻ ﾞ ｰ

新 崎 国 広 氏

8 1 01 0 / 2 3 市立市民会館ホール 高 齢 者 地 域 ケ ア 会 議 全 体 研 修 会 認 知 症 専 門 医

高 橋 幸 男 氏

タ 8 31 1 / 1 3 高齢者サービスセン ー 医 療 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー と の 市 内 ・ 近 隣 病 院 Ｍ Ｓ Ｗ

連 携 に 向 け て （ 交 流 会 ）

タ 4 31 2 / 5 高齢者サービスセン ー 発 達 障 が い の 理 解 わたなべメンタルクリニッ ク

渡 邉 新 太 郎 氏

タ 4 71 2 / 1 8 高齢者サービスセン ー （ 市 ） 生 活 保 護 Ｃ Ｗ と の （ 市 ） 生 活 保 護 Ｃ Ｗ

連 携 に つ い て 清 水 紀 浩 氏

タ 3 91 / 2 1 高齢者サービスセン ー 成 年 後 見 制 度 の 理 解 と 利 用 手 続 き リーガルサポート大阪支部

に つ い て 松 浦 正 司 氏

タ 7 92 / 1 2 高齢者サービスセン ー 第 ２ 回 医 療 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー と 市 内 ・ 近 隣 病 院 Ｍ Ｓ Ｗ

の 連 携 に 向 け て （ 交 流 会 ）

3 7 02 / 2 5 市立文化会館ホー ル パ ー キ ン ソ ン 病 を 正 し く 理 解 す る 東 大 阪 市 立 総 合 病 院

中 隆 氏
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地域ケア会議

会 議 名 回 数 備 考 事 務 局

機 関 等 代 表 者 会 議 １ 回 委 員 ３ ２ 名 基 幹 型

企 画 運 営 会 議 １ ２ 回 委 員 １ ４ 名 基 幹 型

地 域 別 会 議 ２ １ 回 ７ 地 域 に 分 か れ て 各 ３ 回 ／ 年 開 催 エ リ ア 内 の
地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー
在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー

個 別 支 援 策 検 討 １ ５ ５ 回 サ ー ビ ス 利 用 の 必 要 性 が あ り な が ら 制 度 に つ 担 当 地 域 の
会 議 な げ る こ と が 困 難 な 方 に つ い て 、 関 係 者 が 支 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー

援 の 方 向 性 を 検 討 す る 場 と し て 定 着 し つ つ あ
る 。 虐 待 が 疑 わ れ る 事 例 に つ い て は 、 す こ し
で も 課 題 を 解 決 す る 為 「 東 大 阪 市 高 齢 者 虐 待
防 止 ネ ッ ト ワ ー ク 」 が 開 始 さ れ た 。

高 齢 者 虐 待 防 止 １ ２ 回 ・ 保 健 セ ン タ ー （ 東 ・ 中 ・ 西 ） 基 幹 型
専 門 会 議 （内１回 ・ 福 祉 事 務 所 （ 東 ・ 中 ・ 西 ）

ｵｰﾌﾟﾝ会 議） ・ 保 健 所 健 康 づ く り 課 ・ 高 齢 介 護 課
・ 医 師 ・ 精 神 科 医 師 ・ 弁 護 士

地 域 ケ ア 会 議 参 画 申 出 数

地 域 A B C D E F G 合 計

参 加 数 ９ ０ １ ０ ６ １ ０ ９ １ ２ ３ ９ ６ １ ６ ６ １ ３ ９ ８ ２ ９

＊複数地域に参画している事業者有り

７．地域別会議

第 １ 回

地 域 テーマ 参 加 数

高齢者の財産を守るために（Part１） ～高齢者を消費者被害から守る～

Ａ １ ． 講 演 ： 消 費 生 活 セ ン タ ー 相 談 員 5 1

２ ． グ ル ー プ 討 議

３ ． 全 体 で の 質 疑 応 答

「多重債務者を支援するために」 ～多重債務の基礎知識と対応法～

Ｂ １ ． 講 演 ： 講 師 と く た け 司 法 書 士 事 務 所 司 法 書 士 徳 武 聡 子 氏 9 1

２ ． 質 疑 応 答

老年期のうつと認知症について

Ｃ １ ． 講 演 ： 講 師 村 上 診 療 所 院 長 村 上 光 道 氏 1 4 1

２ ． 質 疑 応 答

認知症の方への対応の仕方を学ぼう ～介護サービスの現場の知恵から学ぶ～

Ｄ １ ． 介 護 サ ー ビ ス 提 供 の 中 で 工 夫 し て い る こ と 1 1 3

・グループホームより ・デイサービスセンターより ・ヘルパーステーションより

２ ． 全 体 で の 質 疑 応 答 ・ 意 見 交 換

地域で高齢者を支え続けるために パートⅡ～事例を通して高齢者の心の健康を考える～

Ｅ １． 講 演： 講 師 西保健センター 保健師・精神保健福祉相談員 3 7

２．質疑応答

私たちの地域の福祉事務所について知ろう

Ｆ １． 講 演：「福祉事務所の働きについて」 ～福祉係が関わる高齢者施策について ～ 1 1 3

講 師 西 福 祉 事 務 所 福 祉 係 係 長 石 田 義 博 氏

２ ． グ ル ー プ に 分 か れ て の 意 見 交 換

高齢者が地域で安心して暮らすために ～楽しい外出を支えよう～

Ｇ １．高齢者の交通安全について 講話：大阪府布施警察署 交通課 交通総務課 警部補 中村秀治氏 9 0

２．高齢者体験装具を使って、高齢者の動作・移動を疑似体験する

３．全体で意見交換

6 3 6合 計
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第 ２ 回

地 域 テ ー マ 参 加 数

高齢者の財産を守るために（Part２） ～自分で管理できなくなった時～

Ａ １ ． 講 義 ： 大 阪 社 会 福 祉 士 会 相 談 セ ン タ ー 稲 村 啓 子 氏 4 3

２ ． 質 疑 応 答 ･ 意 見 交 換

「消費者被害を防ぐために」～その手口と対処法を知る～

Ｂ １ ． 講 義 ： 消 費 生 活 セ ン タ ー 相 談 員 千 原 京 美 氏 6 9

２ ． グ ル ー プ 討 議

３ ． 全 体 で の 質 疑 応 答

若年認知症を知る ～若年認知症支援の会「愛都（アート）の会」の取り組みを通して～

Ｃ １ ． 講 演 ： 若 年 認 知 症 支 援 の 会 「 愛 都 （ ア ー ト ） の 会 」 代 表 梅 原 早 苗 氏 8 1

２ ． 全 体 で の 質 疑 応 答 ･ 意 見 交 換

認知症の方への対応の仕方を学ぼう ～地域の知恵から学ぶ～

Ｄ １ ． 地 域 で の 活 動 の 中 で 工 夫 し て い る こ と 7 0

・西岩田校区民生委員より ・英田北校区民生委員より ・英田南校区民生委員より

２ ． グ ル ー プ 討 議

地域で高齢者を支え続けるために パートⅡ

Ｅ ～ わ た し た ち の ま ち の 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー を ご 存 知 で す か ？ ～ 3 4

１ ． 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー っ て 何 を し て く れ る の ？

２ ． 質 疑 応 答

保健所と保健センターを知る ～機能と組織、および感染症について理解を深める～

Ｆ １ ． 講 演 ： 第 １ 部 西 保 健 セ ン タ ー 担 当 保 健 師 6 5

第 ２ 部 保 健 所 健 康 づ く り 課 担 当 保 健 師

２ ． 全 体 で の 質 疑 応 答 ・ 意 見 交 換

高齢者が地域で安心して暮らすために ～消費者被害に遭わない高齢者になろう～

Ｇ １ ． 講 演 ： 消 費 生 活 セ ン タ ー 相 談 員 6 9

２ ． 全 体 で の 質 疑 応 答 ･ 意 見 交 換

4 3 1合 計

第 ３ 回

地 域 テーマ 参 加 数

高齢者の財産を守るために（Part３）～事例から学ぶ～

Ａ １ ． 事 例 紹 介 、 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 3 2

コーディネーター 大阪社会福祉士会相談センター 稲村啓子氏

「在宅で最後を迎えるために」

Ｂ １ ． 講 義 枚 岡 在 宅 緩 和 ケ ア 研 究 会 森 田 愛 子 氏 9 4：

２ ． 質 疑 応 答

男性介護者の支援を考える ～がんばり過ぎない“男の介護”～

Ｃ １ ． 事 例 紹 介 、 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 7 2

コーディネーター 大阪城南女子短期大学人間福祉学科 教授 前田崇博氏

２ ． グ ル ー プ 討 議

認知症の方への対応の仕方を学ぼう ～若年認知症について学ぼう～

Ｄ １ ． 講 演 ： 若 年 認 知 症 支 援 の 会 「 愛 都 （ ア ー ト ） の 会 」 代 表 梅 原 早 苗 氏 4 4

２ ． 全 体 で の 質 疑 応 答 ･ 意 見 交 換

地域で高齢者を支え続けるために パートⅡ ～認知症を知る～

Ｅ １ ． 講 演 大 阪 城 南 女 子 短 期 大 学 人 間 福 祉 学 科 教 授 前 田 崇 博 氏 3 9：

２ ． 質 疑 応 答

現在の保険医療制度を知る

Ｆ １ ． 講 演 「 現 在 の 保 険 医 療 」 講 師 小 阪 病 院 院 長 東 司 氏 1 4 2：

２ ． 質 疑 応 答

高齢者が地域で安心して暮らすために ～活き活きくらす街づくり～

Ｇ １ ． あ な た だ か ら で き る こ と ～ 一 人 ひ と り が 主 人 公 ～ 9 7

講 師 大 阪 教 育 大 学 教 育 学 部 准 教 授 新 崎 国 広 氏

２ ． 全 体 で の 質 疑 応 答 ・ 意 見 交 換

合 計 5 2 0

※地域別会議事務局会議 ８０回
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８．個別支援策検討会議

角 田 荒 川 基 幹 型 以 外 合 計

個別支援策検討会議
（ ）内は虐待事例 ５ １ 件 （ ３ ７ ） ５ ２ 件 （ ４ ５ ） ５ ２ 件 （ ５ ） １ ５ ５ 件 （ ８ ７ ）

９．全体研修会

第 1 回

研 修 会 テ ー マ 「認知症とともに生きる～日々を笑顔で暮らすために～」

講 師 医療法人エスポアール出雲クリニック 理事長・院長 高橋 幸男 氏
対 象 者 東 大 阪 市 民 お よ び 地 域 ケ ア 会 議 関 係 者

日 時 ・ 場 所 10月23日（木）14：00～16：00 東大阪市立市民会館 市民ホール
参 加 者 数 8 1 0 名

第 ２ 回

「 パ ー キ ン ソ ン 病 を 正 し く 理 解 す る 」研 修 会 テ ー マ

東 大 阪 市 立 総 合 病 院 神 経 内 科 主 席 部 長 中 隆 氏講 師

地 域 ケ ア 会 議 関 係 者対 象 者

２月２５日（水）14：00～16：00 東大阪市立文化会館 文化ホール日 時 ・ 場 所

3 7 0 名参 加 者 数

１０．地域包括支援センター・在宅介護支援センター担当職員と医療ソーシャルワーカーとの交流会

第１回

日時・場 所 11月13日（木）14：00～16：00 高齢者サービスセンター

対 象 者 ○ 東大阪市内の病院および周辺で東大阪市の患者が多いと考えられる病院等（５４ヵ所）の

医療ソーシャルワーカー

○ 東大阪市の地域包括支援センター・在宅介護支援センター担当職員

内 容 ○ 交流会の目的と東大阪市高齢者地域ケア会議の取り組みについて

○ 高齢者を地域で支えるための介護と医療との連携について

・ 参加者自己紹介 ・意見交換

参 加 者 数 8 3 名

・ 医療ソーシャルワーカー：42名（医療機関29ヵ所）

・ 地域包括支援センター・在宅介護支援センター担当職員および企画運営会議委員：41名

第２回

日時・場 所 2月12日（木）13：30～16：00 高齢者サービスセンター

対 象 者 ○ 東大阪市内の病院および周辺で東大阪市の患者が多いと考えられる病院等（６２ヵ所）の 医

療ソーシャルワーカー

○ 東大阪市の地域包括支援センター・在宅介護支援センター担当職員

内 容 ○ 第１回交流会のまとめと第２回の目的について

○ 高齢者を地域で支えるための介護と医療との連携について

・事例紹介（全体での質疑応答） ・グループに分かれての意見交換

○ 各グループより発表（希望するグループのみ）

○ その他（情報提供等）

参 加 者 数 ７ ９ 名

・医療ソーシャルワーカー：３５名（医療機関２７ヵ所）

・地域包括支援センター・在宅介護支援センター担当職員および企画運営会議委員：4４名
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１ １ ． 認 知 症 パ ン フ レ ッ ト の 配 布 先

・ 関 係 機 関 （ 福 祉 事 務 所 ・ 保 健 セ ン タ ー ・ 警 察 署 ・ 消 防 署 ・ 人 権 文 化 セ ン タ ー ）

・ 市 内 の 各 医 師 会 会 員 ・ 各 歯 科 医 師 会 会 員 ・ 各 薬 剤 師 会 会 員

・ 市 内 お よ び 東 大 阪 市 近 隣 の 医 療 機 関

・ 東 大 阪 市 民 生 委 員 児 童 委 員 協 議 会 連 合 会 お よ び 校 区 福 祉 委 員 会

１ ２ ． 認 知 症 を 知 る 地 域 講 演 会

開 催 場 所 対象校区 日 程 講 師 参 加 数

1 中 石 切 自 治 会 館 石 切 9 / 2 0 （ 土 ） ためながクリニック 2 2

石 切 東 院 長 為 永 一 成 氏

2 中 鴻 池 成 和 1 1 / 8 （ 土 ） くどうまさしげ診療所 5 6

リージョンセンター 院 長 工 藤 将 茂 氏

3 三 ノ 瀬 公 民 分 館 三 ノ 瀬 1 1 / 1 9 （ 水 ） わたなべﾒﾝﾀﾙｸﾘﾆｯｸＳ 2 0

院 長 渡 邉 新 太 郎 氏

4 長 瀬 東 公 民 分 館 長 瀬 東 1 2 / 1 5 （ 月 ） 基幹型地域包括支援センター 1 2

職 員 （ 所 長 ）

5 瓜 生 堂 会 館 玉 美 1 / 3 1 （ 土 ） 塚本クリニック 1 6

院 長 塚 本 宗 之 氏

6 本郷南自治会集会所 英 田 南 2 / 1 6 （ 月 ） ためながクリニック 3 9

院 長 為 永 一 成 氏

7 長 瀬 西 公 民 分 館 長 瀬 西 3 / 1 7 （ 火 ） ためながクリニック 4 7

院 長 為 永 一 成 氏
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．玉串保育園．玉串保育園．玉串保育園．玉串保育園

ⅩⅩⅩⅩⅡⅡⅡⅡ

１） 定員１２０名の保育と待機児解消の促進として１８％の枠外入所を実施した。
２） 特別保育事業として実施している子育て支援事業では、登録制「ドレミファランド」を実施し、親子で

いろいろな企画に参加して楽しんでいただき保護者も子どもにとってもコミュニケーションの場として、
活発な運営を行った。また、保育園における子育て支援のニーズは高く、公民館を利用しての「スクスク
ランド」「ぴよぴよランド」等のあそびの広場や、「園庭開放」といった、自由参加型の事業においても定
数を超える利用者数であった。

また、一時保育事業においても様々な保育ニーズに応えていくことができた。
「わんぱくスクスクネット推進会議」を通じて地域の各機関と連携を図り、地域に根ざした子育て支援

を進めていくことができたことは、事業の取り組みに大きな成果を得た。
３） 世代間交流事業として、近隣の軽費老人ホーム「玉美苑」の利用者と定期交流を実施し、楠根デイサー

ビスセンターへの年長児による出前保育にも取り組んだ。
また、中学２年生の職業体験研修を受入れた。

年間行事

月 日 行 事 内 容 月 日 行 事 内 容

・ 保 育 開 始 日 ・ こ ど も の 日 の 集 い1 2
・ 入 園 式 ・ ギ ョ ウ チ ュ ウ 検 査2 8・ 9
・ 保 護 者 全 体 説 明 会 ・ フ ィ ッ ト ク ラ ブ9 9･23
・ 体 育 あ そ び ・ い ち ご 狩 り9 23・ 15
・ フ ィ ッ ト ク ラ ブ （ ５ 歳 児 ） ・ 体 育 あ そ び11 25・ 14･28
・ 身 体 計 測 ・ 親 子 遠 足14 15・ 13
・ ク ラ ス 懇 談 会 （ 計 ６ 回 ） ・ 歯 科 検 診14 21～ 14

４ ・ 誕 生 会 ５ ・ 身 体 計 測18 15･16
・ 交 通 安 全 指 導 ・ ク ッ キ ン グ 保 育22 16
・ 避 難 訓 練 ・ 避 難 訓 練24 16
・ う た あ そ び ・ 誕 生 会30 20
・ ド レ ミ フ ァ ラ ン ド （ 計 回 ） ・ 内 科 検 診7～ 2 7 20

・ う た あ そ び21
27 ・ 防 犯 訓 練

・ ド レ ミ フ ァ ラ ン ド （ 計 回 ）1～ 29 7

・ 個人懇談会 （ ３・４・５歳児 ） ・ 七 夕 集 会6～ 30 7
・ ジ ャ ガ イ モ 掘 り ・ 避 難 訓 練5 8
・ わんぱくフェスティバル（ 歳児） ・ 体 育 あ そ び6 5 9･23
・ 避 難 訓 練 ・ ク ッ キ ン グ 保 育9 11
・ なかよし交流会（ ） ・ 合 宿 保 育 （ ５ 歳 児 ）10 玉美苑の皆さん 11 12･

・ 体 育 あ そ び ・ 身 体 計 測11･25 14 15･

・ フ ィ ッ ト ク ラ ブ ・ 誕 生 会13･27 15
６ ・ 防 犯 訓 練 ７ ・ 防 犯 訓 練12 15

・ ク ッ キ ン グ 保 育 ・ う た あ そ び17 16
・ う た あ そ び ・ フ ィ ッ ト ク ラ ブ18 18
・ 身 体 計 測 ・ プ ー ル じ ま い18・ 19 24
・ 誕 生 会 ・ 楽 し い 夕 べ の 集 い20 26
・ プ ー ル 開 き ・ ニ ッ コ リ キ ッ ズ 公 演24 29
・ 保 育 参 観 ・ ド レ ミ フ ァ ラ ン ド （ 計 回 ）28 3～ 17 5
・ ド レ ミ フ ァ ラ ン ド （ 計 ９ 回 ）2～ 30

・ 体 育 あ そ び ・ フ ィ ッ ト ク ラ ブ6･27 5
・ 防 犯 訓 練 ・ 防 犯 訓 練8 9
・ う た あ そ び ・ 敬 老 の 日 の 集 い20 9
・ 避 難 訓 練 ・ 身 体 計 測22 10 11・

８ ・ フ ィ ッ ト ク ラ ブ ９ ・ 誕 生 会22 29 12・

・ 身 体 計 測 ・ 体 育 あ そ び25 26 10･24・

・ 誕 生 会 ・ う た あ そ び26 17
・ ド レ ミ フ ァ ラ ン ド （ 計 ２ 回 ） ・ 避 難 訓 練25 28 17～

・ 夏 季 保 育 期 間 ・ お 月 見 会22
・ ク ラ ス 懇 談 会 （ 計 ４ 回 ）24 30～

・ ドレミファランド （ 計 ８ 回 ）1～ 29
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月 日 行 事 内 容 月 日 行 事 内 容

・ 創 立 記 念 日 ・ 個人懇談会（０・１・２歳児）1 4～ 28
・ 体 育 あ そ び ・ 防 犯 訓 練1･15 4
・ ク ラ ス 懇 談 会 （ 計 ２ 回 ） ・ フ ィ ッ ト ク ラ ブ1～ 2 4･14
・ 運 動 会 ・ 園 外 保 育 （ ３ ～ ５ 歳 児 ）11 11
・ 防 犯 訓 練 ・ 体 育 あ そ び14 12 19・

・ フ ィ ッ ト ク ラ ブ ・ 花 園 中 学 職 業 体 験14 13 14～

・ う た あ そ び ・ なかよし交流会15 19
１ ０ ・ 園 外 保 育 （ ３ ～ ５ 歳 児 ） １ １ （ ）17 玉美苑の皆さ ん

・ 避 難 訓 練 ・ う た あ そ び20 19
・ あやめぐみなかよし交流週間 ・ 内 科 健 診20～ 24 19
・ 秋 ま つ り 参 加 ・ 身 体 計 測21･22 19 20・

・ 身 体 計 測 ・ 誕 生 会22･23 21
・ 誕 生 会 ・ 避 難 訓 練 （ 消 防 署 来 園 ）24 26
・ さ つ ま い も 掘 り ・ 作 品 展28 27～ 29
・ 私 立 保 育 園 合 同 運 動 会 ・ ドレミファランド （ 計 ５ 回 ）29 6～ 18
・ ドレミファランド （ 計 回 ）2～ 30 ６

・ マ ラ ソ ン 開 始 ・ フ ィ ッ ト ク ラ ブ1 8・ 13
・ 乾 布 摩 擦 開 始 ・ ど ん ど 焼 き1 9
・ 保 育 参 観 ・ 防 犯 訓 練2 13
・ う た あ そ び ・ 体 育 あ そ び3 17 14･28・

・ クッキング保育（３～５歳児） ・ 若 江 中 学 職 業 体 験4 20～ 23
・ 人形劇鑑賞会 （ ４ ～ ５ 歳 児 ） ・ 避 難 訓 練5 20
・ 防 犯 訓 練 ・ 身 体 計 測9 21･22
・ 玉 美 苑 訪 問 （ ５ 歳 児 ） ・ う た あ そ び9 22･29

１ ２ ・ 体 育 あ そ び １ ・ 誕 生 会10 24 23・

・ フ ィ ッ ト ク ラ ブ ・ ドレミファランド （ 計 回 ）12 26 15～ 29 ３・

・ 往生院資料館見学 （ ５ 歳 児 ）12
・ 避 難 訓 練16
・ 身 体 計 測17 18・

・ も ち つ き 会18
・ 誕 生 会19
・ クッキング保育 （ ３～５歳児 ）19
・ ク リ ス マ ス 会22
・ ドレミファランド （ 計 回 ）1～ 11 ４

・ 節 分 あ そ び ・ ク ラ ス 懇 談 会3 2～ 9
・ 生活発表会写真撮影・ ・ ひ な 祭 り 会4 3玉美苑来園
・ 生 活 発 表 会 ・ 体育あそび（八戸ノ里 ）7 4 フットサ ル

・ フ ィ ッ ト ク ラ ブ ・ 身 体 計 測10･12 4･5
・ ク ッ キ ン グ 保 育 ・ クッキング保育（３・４歳児）12 5
・ 卒 園 ・ 進 級 記 念 写 真 撮 影 ・ 誕 生 会13 6
・ 避 難 訓 練 ・ フ ィ ッ ト ク ラ ブ16 6

２ ・ 身 体 計 測 ３ ・ 防犯教室 （ 河内警察署来園 ）16 17 10･

・ お 別 れ 遠 足 （ ５ 歳 児 ） ・ 体 育 あ そ び17 11
・ 誕 生 会 ・ お 別 れ 会18 16

う た あ そ び18･25 18・ 体 育 あ そ び ・
・ う た あ そ び ・ 卒 園 式18 21
・ 父母の会後援 「 お 楽 し み 会 」 ・ 避 難 訓 練20 23
・ 玉 串 小 学 校 見 学 （ ５ 歳 児 ） ・ 平 成 ２ ０ 年 度 保 育 終 了23 31
・ 防 犯 訓 練 ・ ドレミファランド （ 計 回 ）27 2～ 12 ４

ドレミファランド （ 計 ３ 回 ）2～ 23 ・


